


 

【表紙の写真】 

 

上 ：倉敷市立万寿小学校における英語の授業の 

 様子 

 

左下：新見市立思誠小学校におけるプログラミング 

 教育の様子 

 

右下：津山市立佐良山小学校におけるタブレット端末 

 を使用した調べ学習の様子 

 



［はじめに］    
 本県教育の使命は、子どもたちに自らの進路を切り拓く力を確実に身に付

けさせるとともに、郷土岡山を愛し、より良い社会づくりに積極的に貢献す

る人間を育てることであります。平成 28 年２月に策定した第２次岡山県教

育振興基本計画は、平成 28 年度からの５か年の施策の方向や主な取組、目

標とする指標等を示したものでありますが、この冊子は、当該計画に基づき、

各年度において取り組む施策・事業をアクションプラン（行動計画）として

取りまとめたものです。   
 本県では、平成 29 年度からスタートした「新晴れの国おかやま生き活き

プラン」において、「教育県岡山の復活」を重点戦略の第一に位置づけ、学

力向上や徳育の推進に引き続き取り組むとともに、グローバル化する社会に

おいて、様々な分野で主体的に活躍する人材の育成を目指し、キャリア教育

や、グローバル人材育成にも重点をおいて取り組むこととしています。   
 令和２年度は、小学校で新学習指導要領が全面実施されるとともに、「新

晴れの国おかやま生き活きプラン」及び第２次岡山県教育振興基本計画の計

画期間の最終年度であり、校長の学校経営力の向上や、教員同士が学び合う

環境づくりの推進等による学力向上の取組、スタンダードの普及・徹底等に

よる小中学校における長期欠席や不登校に対する取組、地域と連携した県立

高校の魅力化を推進する取組、教員の勤務負担の更なる軽減による教育活動

の充実などを重点的に進めてまいります。また、児童生徒一人ひとりに応じ

た学びの実現に向け、学校のＩＣＴ環境整備の推進に取り組んでまいりま

す。   
諸施策の実施に当たっては、市町村教育委員会との相互の信頼関係の下、

その役割と責任において主体的な姿勢で取り組むとともに、関係機関、関係

団体等とも連携を深めながら、積極的に推進してまいります。政令市である

岡山市とも連携を密にし、共同歩調で教育行政を進めてまいります。 
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43･･･

文化創造活動の振興と文化財の保存・活用

(1)

(3)

４　規範意識と思いやりの心、健やかな体の育成

施策の概要
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１ 学力向上プログラム

２ 徳育推進プログラム

新晴れの国おかやま生き活きプラン

【計画期間：Ｈ29～Ｒ２】 概要(教育関係のみ)

■子どもたちが落ち着いて学習できる環境の整備(P.11-15)

■就学前教育の充実と小学校教育への円滑な接続の推進(P.21)

■教師の教える技術の向上(P.16-20)

■子どもたちの学力が伸びる仕組みづくり(P.31-32)

■キャリア教育の推進(P.38-39)

□高等学校における学力の向上(P.23-24)

□家庭の教育力を高めることによる、子どもたちの生活習慣と学習習慣の定着(P.36-37)

□地域住民の参画による学校教育支援、家庭教育支援等の取組の推進(P.37-38）

□特別支援教育の充実(P.25-28)

■道徳教育の充実による規範意識の確立(P.40,44-45)

■暴力行為等への対策の推進(P.41-43)

■青少年の健全育成・非行防止対策の推進

■スマホ・ネット対策の推進(P.43-44)

■より良い社会づくりに参画する人材の育成(P.45-46)

■健やかな体の育成(P.46-48)

□人権教育の推進(P.48-49)

□困難を有する子ども・若者への支援

重点戦略 Ⅰ 教育県岡山の復活

３ グローバル人材育成プログラム

■子どもたちの英語力の向上と国際的に活躍できる人材の育成(P.33-34)

■グローバル化に対応した教員の育成と確保(P.33-34)

■科学技術教育の推進(P.35)

■情報化社会に対応した教育(P.31-32)

□時代の変化に対応した魅力ある学校づくり(P.22-24)

□大学等との連携(P.29)

□多文化共生の地域づくりの推進

３ 観光振興プログラム

□観光資源としての自然や文化の積極的な活用

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

４ 防災対策強化プログラム

■自らの安全は自らで守る取組の促進(P.30)

■互いに助け合う取組の推進 (P.30)

■防災施設整備や公共施設等の耐震化の推進

重点戦略 Ⅲ 安心で豊かさが実感できる地域の創造

６ 中山間地域等活力創出プログラム

■ワカモノ・ヨソモノによる中山間地域等の活力創出(P.50)

８ 生きがい・元気づくり支援プログラム

■生涯学習活動の推進(P.50-51)

県民の教育熱心な気風を生かしながら、新たな

発想をもって、家庭や地域の協力の下、落ち着

いた学習環境の中で子どもたちが将来の夢や目

標を持ち、勉学や部活動に意欲的に取り組んで

いる学校と、子どもたちが生き活きと活躍できる

取組がなされている地域の再生、すなわち、教

育県岡山の復活に向けた取組を進めます。

※各戦略プログラムには、計画期間中に

達成しようとする目標値として、

「生き活き指標」を設定しています。

・■は重点施策

（生き活き指標により達成度を示すことが

できる施策）

・□は推進施策（重点施策以外の施策）

・施策名の後のページ番号は、

プランの各施策に関係する

事業等を記載している本冊子におけるページ
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５．計画期間に取り組む施策

１ 魅力ある学校づくりの推進

(１) 子どもたちが落ち着いて学習できる環境の整備

(２) 不登校問題への対応

(３) 教師の教える技術の向上等

(４) 就学前教育の充実等

(５) 活力ある小・中学校づくり

(６) 高等学校段階における教育の充実

(７) 特別支援教育の推進

(８) 特色ある私立学校教育の支援

(９) 大学等との連携

(10) 子どもたちの安全の確保

２ 学びのチャレンジ精神の育成

(１) 子どもたちの学力が伸びる仕組みづくり

(２) 国際化に対応した教育の推進【グローバル人材の育成】

(３) 科学技術教育の推進

３ 家庭・地域の教育力の向上

４ 規範意識と思いやりの心、健やかな体の育成

(１) 道徳教育の充実による規範意識の確立

(２) いじめや暴力行為等への対策の推進

(３) インターネット等青少年を取り巻く問題への対応

(４) 郷土愛の醸成

(５) より良い社会づくりに参画する人材の育成

(６) 健やかな体の育成

(７) 人権教育の推進

５ 生涯学習環境の整備と文化・スポーツの振興

(１) 生涯学習活動の推進

(２) 文化創造活動の振興と文化財の保存・活用

(３) 生涯にわたってスポーツに親しめる環境づくりの推進

(１) 家庭の教育力を高めることによる、子どもたちの生活習慣と学習習慣の定着

(２) 地域住民の参画による学校教育支援、家庭教育支援等の取組と推進

(３) キャリア教育、職業教育の推進
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項目
計画策定
時の値

H28
実績値

H29
実績値

H30
(上段)目標値
(下段)実績値

Ｒ１
目標値

Ｒ２
目標値

11学級

６学級

14校
→12校

10校

9.8人
以下

17.2人

小10位以内

中10位以内

小29位

中19位

27市町村

（全市町村）

27市町村

93.0%

89.4%

41.5%
→47.0%

45.8%

80.0%
→83.0％

84.3%

90.0%

88.7%

100件

100件

小90.0%
中90.0%
高100.0%

小79.6%
中77.9%
高98.5%

70.1%
→72.0%

72.1%

64.9%
→66.2%

64.6%

53.3%

37.7%

53.3%

45.7%

300人
→310人

343人

78.0%

78.6%

95.0%

99.5%

72.7%

小60.2%
中51.9%
高91.0%

94件

88.7%

82.9%

43.6%

60.0%

60.0%

350人
→370人

196人

100.0%34.1%

82.1%

63.7%

44.5%

38.5%

13校
→12校

10学級
→９学級

67.5%
→70.0％

70.6%
→73.0％

小95.0%
中95.0%
高100.0%

125件

95.0%

27市町村
(全市町村)

小10位以内

中10位以内

56.6%

94.0%

9.7人
以下

56.6%

320人
→340人

100.0%

89.0%

１
　
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

２
　
学
び
の
チ

ャ

レ
ン
ジ
精
神
の
育
成

高等学校段階におけ
る教育の充実

特別支援教育の推進

大学等との連携

子どもたちが落ち着
いて学習できる環境
の整備

不登校問題への対応

教師の教える技術の
向上等

就学前教育の充実等

科学技術教育の推進

子どもたちの安全の
確保

子どもたちの学力が
伸びる仕組みづくり

国際化に対応した教
育の推進

家庭の教育力を高め
ることによる、子どもた
ちの生活習慣と学習
習慣の定着

地域住民の参画によ
る、学校教育支援、家
庭教育支援等の取組
と推進

100.0%

目標指標の概要

-

-

10学級

39件

19校

59.2%

71.0%

緊急地震速報音を活用した抜き打ち
避難訓練の実施

高大連携を実施している高等学校の
割合

授業以外で平日に１時間以上学習す
る生徒の割合（中学校３年生）

授業以外で平日に１時間以上学習す
る児童の割合（小学校６年生）

保幼小接続ｶﾘｷｭﾗﾑを作成した市町村
数

小・中・高等学校における不登校の出
現割合（児童生徒１千人当たり）

13.5人

81.0%

46.2%

90.2%

15市町村

小19位
中34位

高校生活に満足している生徒の割合
（県立高校生）

特別支援学校高等部卒業生の就労の
割合

11学級

10校

14.5人

小31位

中40位

20市町村

★
国際科学ｺﾝﾃｽﾄ（理科４分野）におけ
る国内大会の参加者数

高等学校３年生で英検準２級程度以
上の英語力を有する生徒の割合

中学校３年生で英検３級程度以上の
英語力を有する生徒の割合

291人

36.7%

32.8%

★

★

76.1%

小53.2%

中43.9%

高85.1%

68件

86.8%

36.4%

60.4%

公立小・中学校における学級がうまく
機能しない状況が発生している学級
数

15学級 ９学級

公立小・中学校における授業ｴｽｹｰﾌﾟ
をしている児童生徒がいる学校数

27校 12校

３市町村
27市町村
(全市町村)

13.3人
9.6人
以下

全国学力・学習状況調査（平均正答
率）の全国順位

小28位
中41位

150件

100%76.4%

小100.0%
中100.0%
高100.0%

小19.0%
中13.0%
高59.0%

特別支援学校における特別支援学校
教諭免許状保有率

おかやま子ども応援人材ﾊﾞﾝｸの活用
数

70.0%
→71.0％

71.0%
→74.0％

73.1%
放課後子ども教室等を実施する小学
校の割合

就学前に「親育ち応援学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」
等を活用して保護者の学習を実施し
た小学校の割合

34.7%

42.5%
→49.0％

39.5%

81.0%
→85.0％

42.0%
→48.0%

小10位以内

中10位以内

90.4% 95.0%

82.0%
→87.0％

90.3%

99.2%

68.6%

361人

★マークは、「新晴れの国おかやま生き活きプラン」にも掲げる目標指標（教育委員会関係）。
実績値が当該年度の目標値を達成した指標は太字で示している。また、実績値が計画期間最終年度の目標値を達成した指
標については、目標値の見直しを行っている。

★

★

★

★

★

３
　
家
庭
・
地
域
の

　
　
教
育
力
の
向
上

第２次岡山県教育振興基本計画の目標指標
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　 項目
計画策定
時の値

H28
実績値

H29
実績値

H30
(上段)目標値
(下段)実績値

Ｒ１
目標値

Ｒ２
目標値

69.8%

65.9%

46.2%

44.1%

70.0%

90.9%

18.0%

17.4%

45.9%

44.7%

44.5%

36.5%

3.6件
以下

6.0件

小5.0%
中10.0%
高15.0%

小18.0%
中27.9%
高41.3%

47.2%

41.1%

23.3%

22.1%

60.0%

57.4%

70.0%

58.8%

男子5.4%

女子11.4%

→女子9.4％

男子7.1%

女子12.5%

男子6.2%

女子21.8%

→女子18.6％

男子6.3%

女子20.6%

510人

507人

160人

229人

6.75冊

6.55冊

254校
→280校

233校

1,600件
→2,600件

1,874件

60.0%

50.4%

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

71.0%

★
将来の夢や目標を持っている生徒の
割合（中学校３年生）

- 44.4% 45.0% 46.6% 47.0%

3.4件
以下

47.3%

48.0%

19.0%

70.4%

４
　
規
範
意
識
と
思
い
や
り
の
心

、

健
や
か
な
体
の
育
成

より良い社会づくりに
参画する人材の育成

健やかな体の育成

人権教育の推進

ｷｬﾘｱ教育、職業教育
の推進

60.0%47.7%

県文化施設を活用した学校数（※２）

おかやまの文化財ｷｯｽﾞﾍﾟｰｼﾞ年間ｱｸｾ
ｽ数

1,800件
→2,600件

260校
→300校

900件

245校

7.00冊6.37冊

49.1%

854件

277校

6.58冊

60.0%

1,700件
→2,600件

257校
→290校

50.3%

2,498件

238校

6.70冊

小5.0%
中10.0%
高15.0%

小15.8%
中25.0%
高39.0%

15.4%

78.8%

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等を平日３時間以上利用す
る児童生徒の割合

5.2件

生涯学習活動の推進

文化創造活動の振興
と文化財の保存・活用

いじめや暴力行為等
への対策の推進

インターネット等青少
年を取り巻く問題への
対応

郷土愛の醸成

39.6%

小17.3%
中25.1%
高36.3%

5.8件

-
(※１)

-
(※１)

149人

492人

20.0%

100.0%

目標指標の概要

男子5.7%

女子10.5%

51.5%

42.1%

18.5%

38.5%

男子6.4%

女子18.7%

１週間の総運動時間数が60分未満の
児童生徒の割合（中学校２年生）

１週間の総運動時間数が60分未満の
児童生徒の割合（小学校５年生）

6.90冊

地域において人権教育・啓発を推進
するために養成する指導者の数（累
計）

「授業の内容はよく分かる」と回答した児童の割合（小学校６年生）

計画策定時の値

79.5%

８校

「人が困っているときは、進んで助けて
いる」と回答した児童の割合（小学校６
年生）

小5.0%
中10.0%
高15.0%

75.0%

60.0%

24.2%

48.6%

小・中・高等学校における暴力行為の
発生割合（児童生徒１千人当たり）

3.2件
以下

5.2件

60.0%

50.0%

43.5%

-

-

地域や社会を良くするために何をすべ
きか、考えることがある生徒の割合（県
立高校生）

80.0%51.8%

25.0%

「人が困っているときは、進んで助けて
いる」と回答した生徒の割合（中学校３
年生）

69人

471人

小15.5%
中22.5%
高34.6%

250人200人

男子5.7%

女子12.1%

男子6.0%

女子21.5%

→女子18.5％

男子5.3%

女子11.2%

→女子9.1％

530人 550人452人

37人

プログラミングコンテストにおける参加数

英検準１級以上等を取得している英語担当教員の割合

海外の学校と姉妹校提携を締結している県立高等学校数

「授業の内容はよく分かる」と回答した生徒の割合（中学校３年生）

（参考）上記★マーク以外で新晴れの国おかやま生き活きプランに掲げる目標指標

成人男女の１週間に１日以上運動・ｽ
ﾎﾟｰﾂをする割合（※２）

生涯にわたってｽﾎﾟｰ
ﾂに親しめる環境づく
りの推進

５
　
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
と
文

化
・
ス
ポー

ツ
の
振
興

地域活動のｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ育成数（累
計）

公立図書館から借りた本の数（県民１
人当たりの貸出冊数）

（※１）全国学力・学習状況調査の質問項目の変更により、実績値の把握が不可能

（※２）知事部局所管の指標

中学校 23.1%
高等学校 55.6%

２団体/年

中学校 50.0%
高等学校 75.0%

22団体/年

目標値

81.0%

20校

70.0% 72.0%

★

★

★

★

★

★

★

男子5.8%

女子21.2%

→女子18.4％

85.0%

職業教育技術顕彰被顕彰者の割合

高等学校３年間の中でインターンシッ
プや企業訪問等を体験した生徒の割
合（公立全日制高校生）

14.4%

40.5%

男子7.0%

女子22.7%

男子5.2%

女子11.0%

→女子8.9％

「今住んでいる地域の行事に参加して
いる」と回答した生徒の割合（県立高
校生）

50.0%

-

-

38.3%

41.9%

50.0%

19.3%

89.6%

男子5.3%

女子9.7%

48.3%

52.9%

20.2%

「今住んでいる地域の行事に参加して
いる」と回答した生徒の割合（中学校３
年生）

「今住んでいる地域の行事に参加して
いる」と回答した児童の割合（小学校６
年生）

男子7.1%

女子20.7%

★

★

道徳教育の充実によ
る規範意識の確立

★
将来の夢や目標を持っている児童の
割合（小学校６年生）

- 70.8% 67.4%
 
３
　
家
庭
・
地
域
の
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■特別な支援を必要とする児童生徒への指導に関する支援 →特別支援教育課指導班（086-226-7912)

○県立学校における特別支援教育の充実（P.25-28）
・専門指導員の派遣（中・中等・高）→各特別支援学校

・通級による指導の実施（中等・高）

・就労支援コーディネーターの派遣（中等・高・特）

・個別の教育支援計画等の様式の配信（中・中等・高）

・復学支援推進チーム員の派遣（中・中等・高）

岡山県教育
学力向上に関すること ：高

問題行動等に関すること ：

特別支援教育に関すること：特

支援出先機関 ：総

県立学校の諸課題に対する県の支援策（主なもの）

■地域の力の活用（中・中等・高・特）

○地域住民との協働による学校教育支援（P.29,37-38）

・おかやま子ども応援事業

→生涯学習課社会教育班(086-226-7597)

・おかやま子ども応援人材バンク →生涯学習センター学習相談(086-251-9758)

学校が身近な地域では得られにくい人材･団体等を県が募集し、学校や市町村に学校の

応援団として提供

・子ども安全安心ネットサポーターの活用 →生涯学習課社会教育班(086-226-7597)

研修会等において、地域人材がスマホやネット問題に関する情報提供やアドバイスを行う

■指導主事等の派遣・相談（中・中等・高・特）

・教科の指導や各領域の教育活動、教職員の研修など、学校の教育活動全般にわたって、学校運営

を支援
→義務教育課指導班（086-226-7584）、高校教育課指導班（086-226-7585）、

高校教育課職業指導班（086-226-7586）、特別支援教育課指導班(086-226-7912）

・研修支援

県立学校等に指導主事を派遣し、喫緊の教育課題及び時代の進展に対応した教育等について研修

を行い、学校力の向上の支援を実施

→総合教育センター（担当：教育支援部（0866-56-9106)）

・学校コンサルテーション
生徒指導上の諸問題や障害のある児童生徒への支援等について、効果的な対応策や校内体制の整
備等を支援
→総合教育センター（担当：教育支援部（0866-56-9106)）

■学力向上の取組への支援（中等・高） →高校教育課指導班（086-226-7585)

○基礎基本の徹底に向けた取組（P.24）

・高校生の学力状況の分析

○思考力等の育成に向けた取組（P.24）
・生徒の学びの場の提供

・合同学習合宿の実施

・教員のＩＣＴ活用指導力の向上や、ＩＣＴを活用した授業づくり等に向けた支援を実施

→総合教育センター（担当：企画部（0866-56-9102)）、義務教育課指導班（086-226-7584）、

高校教育課指導班（086-226-7585）、高校教育課職業指導班（086-226-7586）、特別支援教育課指導班(086-226-7912）

・情報機器やネットワークに関する教職員への技術的な支援を実施（ＩＣＴ支援員の派遣等）

→総合教育センター（担当：情報ヘルプデスク（0866-56-9101）)

■ＩＣＴの利活用
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■問題行動等の解消へ向けた支援

○未然防止の取組への支援（P.41-42,48-49)
・県立学校人権教育サポート事業（中・中等・高・特）→人権教育課指導班（086-226-7612）

・心と命のサポート事業(中・中等・高・特) →人権教育課企画推進班（086-226-7611）

○問題行動への対応の支援（P.11-13,25-26）

・思春期サポート事業（中等・高）→義務教育課生徒指導推進室（086-226-7589)

・学級崩壊等への早期支援(中・中等) →義務教育課生徒指導推進室（086-226-7589)

・学級サポートチームの派遣(中・中等) →義務教育課生徒指導推進室（086-226-7589)

・特別支援学校スクールカウンセラー等配置事業（特）→特別支援教育課指導班（086-226-7912)

○家庭への支援（P.12-14,25-26）
・ＳＳＷの派遣（中・中等・高・特）→義務教育課生徒指導推進室（086-226-7589)

・特別支援学校スクールカウンセラー等配置事業（特）→特別支援教育課指導班（086-226-7912)

■上記の取組によっても学校だけでは解決困難な事案への支援（中・中等・高・特）

○重大事態への対応の支援

・緊急危機支援チームの派遣、弁護士への法律相談（岡山型スクールロイヤー制度）

教育委員会
：高校教育課指導班

義務教育課

：義務教育課生徒指導推進室

：特別支援教育課

：総合教育センター

■いじめ問題への対応支援（中・中等・高・特）

○未然防止や個別事案への対応支援

（P.41-44）
・ネットパトロールによるインターネット上
の不適切な書き込みの監視やネット問題に
関する相談
→義務教育課生徒指導推進室（086-226-7589)

・いじめ問題に関する専門指導員等による相
談・支援
→義務教育課生徒指導推進室（086-226-7589)

・心と命のサポート事業（再掲）

→人権教育課企画推進班（086-226-7611)

■スマホ・ネット問題への対応支援

→義務教育課生徒指導推進室（086-226-7589)

○スマホ・ネット問題総合対策の推進
（P.43-44）
・児童生徒の主体的な活動の促進

(中・中等・高）

・教職員の指導力向上の促進

（中・中等・高・特）

・家庭・地域への啓発活動の促進

（中・中等・高・特）

■教職員の能力向上等（中・中等・高・特）

○ e研修所おかやま →総合教育センター（担当：企画部（0866-56-9102)）

・総合教育センターが制作したＶＯＤコンテンツや研修資料等を配信

○カリキュラムサポート →総合教育センター（担当：企画部（0866-56-9102)）

・学習指導案作成や授業づくり等の学習指導に関する支援や、校内研修の企画・運営に関する助言等を実施

©岡山県マスコット ももっち

■教職員の心身の健康管理支援（中・中等・高・特）

○こころとからだの健康相談 →相談専用電話（086-235-8349）

教職員の身体的・精神的な悩みについて、保健師が相談に応じ、心身の健康に関するアドバイス

や医療機関の情報提供等を実施（本人、家族、管理職からの相談が可能）

○過重労働による健康障害防止のための健康相談 →福利課健康管理班（086-226-7604）

時間外労働時間が月80時間又は２ヶ月平均月80時間を超過する場合、希望により健康管理医又は

福利課保健師による健康相談を実施
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１ 魅力ある学校づくりの推進

（１）子どもたちが落ち着いて学習できる環境の整備

子どもたちが落ち着いた授業環境で意欲的に学ぶことができるよう、学習の基礎となる授業規律の確保、

学級集団の意識を高める取組の推進、学び合う集団の育成に努めるとともに、生徒指導対応等のための

教員や支援員などの効果的な配置・活用等を図ります。これらにより、授業エスケープや学級崩壊を生ま

ない学級づくり、魅力ある学校づくりを推進します。

《学習意欲や学級集団の意識の向上、学び合う集団の育成》

《授業規律の確立》

○新学習指導要領で求められる思考力、判断力、表現力等の育成に対応するため、学習指

導のスタンダードを改訂し、普及を図った。

○県総合教育センターにおいて、Ｑ－Ｕ等を活用した学級（ＨＲ）集団づくりに関する研

修講座を開催するとともに、学校のニーズに応じて、Ｑ－Ｕ等の結果を活用した校内体

制づくり等を支援した。

Ｒ１の進捗

○以下は、第２次岡山県教育振興基本計画の体系に沿って、平成28年度から令和２年度までの工程

を示すとともに、それぞれの施策ごとに実施する事業を整理しています。

○工程表については、これまでの進捗を示すとともに、それを踏まえて工程の前倒しを行うなどの修正を

加えています。なお、昨年度からの変更箇所には、網かけをしています。

○校種等については、略称で記載しており、その凡例は次のとおりです。

施 策 の 概 要

○新学習指導要領で求められる思考力、判断力、表現力等の育成に対応するため、学習指

導のスタンダードを改訂し、普及を図った。（再掲）

○就学前教育スーパーバイザーの配置等により、保幼小接続スタンダードの徹底や各市町

村における教職員研修の充実等を図った。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

学習指導のスタンダードの徹底

新指導要領を踏まえた改訂

版の作成
改訂版スタンダードの普及・徹底

心理検査を活用した落ち着いた学級づくりの支援

課題対応

事例集の作成
課題対応事例集の活用促進

課題対応事例集の

作成に向けた委員

会の設置

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

保幼小接続スタンダードの徹底 ⇒就学前教育の充実等（Ｐ.21）を参照

改訂版スタンダードの普及・徹底（再掲）
新指導要領を踏まえた改訂

版の作成（再掲）

学習指導のスタンダードの徹底（再掲）

保 ：保育所 幼：幼稚園 こ ：認定こども園 小 ：小学校 中：中学校

中等：中等教育学校 高：高等学校 特：特別支援学校 教委：教育委員会
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Ｒ２の取組 予算額

小１グッドスター
ト支援事業

就学前教育推進プ
ロジェクト

80,831

4,966

内容

　小学校第１学年の児童数が30人以上の学級に、地域の人
材を活用した支援員を配置し、基本的な生活習慣の確立や
基礎学力の向上を図り、学校生活を円滑にスタートできる
ようにする。

　就学前教育スーパーバイザーを配置し、保幼小接続スタ
ンダードの普及や市町村への指導・助言や支援等を行い、
市町村の指導体制の充実を図る。

Ｒ２の取組 予算額

　公立全小中学校（岡山市立を除く）にＳＣを配置し、子
どもたちの心のケアや教員研修を実施する。また、スー
パーバイザー（ＳＶ）による指導助言、全体研修等を実施
し、ＳＣの対応力の強化を図る。

　公立全小中高等学校（岡山市立を除く）を担当ＳＳＷが
巡回し、関係機関等と連携しながら児童生徒の背景要因へ
の支援を行い、問題行動等の解決を図る。また、ＳＶによ
る指導助言や全体研修等を実施し、ＳＳＷの対応力の強化
を図る。

　全県立高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に対
し、専門家による生徒・保護者へのカウンセリング、教職
員への助言・研修、心理教育等の実施を支援し、高等学校
の教育相談力の向上を図る。
【拡充内容】年18回→年19回

校種等

小

保、幼
こ、小
教委

小、中
中等、高

中等、高
保護者

校種等 内容

小 　複数小学校を兼務し、管理職とともに生徒指導担当者へ
の指導・助言を行い、組織的生徒指導推進体制の構築に取
り組む生徒指導専任リーダーを、県内４地域に各１名配置
し、学校の生徒指導力の強化を図る。

-
(運営費で対応)

14,643

164,608

145,489小、中
中等

14,550保、幼
こ、教委

　ＳＳＷが幼稚園等を巡回訪問し、保健福祉部局等と連携
しながら就学前の子どもと家庭への支援を行う取組を２市
町村で実施し、問題行動等の未然防止を図る。

生徒指導専任リー
ダーの配置

スクールカウンセ
ラー（ＳＣ）配置
事業

スクールソーシャ
ルワーカー（ＳＳ
Ｗ）を活用した行
動連携推進事業

思春期サポート事
業

就学前からのス
クールソーシャル
ワーカー（ＳＳ
Ｗ）活用実践研究
事業

《学校の荒れの解消》

（予算額の単位：千円）

○スクールカウンセラー(ＳＣ)を全校に配置するとともに、スクールソーシャルワーカー

（ＳＳＷ）の学校への巡回訪問を実施するなど、問題行動等の未然防止、早期対応、

チーム対応に向け、専門家との連携の充実を図った。

○生徒指導専任リーダーを、県内４地域に各１名配置し、各学校の組織的な長期欠席・不

登校の未然防止の取組や生徒指導体制の構築に向けた支援を行っている。

○問題行動が見られる学校へ集中的・継続的に支援を実施し、状況の改善に努めている。

Ｒ１の進捗

拡充

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

生徒指導体制の確立・充実に向けた関係機関との連携

学級崩壊等の解消に向けた支援員等の派遣

専門家（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等）の活用による困難事例を中心とした課題の解消

未然防止・早期対応の一層の強化

組織的生徒指導体制構築に向けた取組の強化
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小 　複数小学校を兼務し、管理職とともに生徒指導担当者へ
の指導・助言を行い、組織的生徒指導推進体制の構築に取
り組む生徒指導専任リーダーを、県内４地域に各１名配置
し、学校の生徒指導力の強化を図る。

学級崩壊等早期対
応事業

小、中
中等

　問題行動が見え始めた学校に対して、警察ＯＢと教員Ｏ
Ｂのペアによる集中指導員等を早期に一定期間継続的に派
遣するなど、指導体制の強化を図るとともに、授業エス
ケープ等が見られる児童生徒の教室復帰に向けた学習支援
等を行う別室指導支援員を一定期間配置する。

48,690

長期欠席・不登校
対策スタンダード
普及徹底事業

小、中
中等、高

小

小、中
中等

校種等

　学級がうまく機能しない状況がある公立小・中学校に対
して、児童福祉等の専門家による専門指導員（学級サポー
トリーダー）を派遣するとともに、教育支援員を一定期間
配置し、問題解決を支援する。

校種等 内容 予算額

内容

15,936

校種等 内容 予算額

学級サポートチー
ム派遣事業

Ｒ２の取組

Ｒ２の取組

Ｒ２の取組

生徒指導専任リー
ダーの配置（再
掲）

小学校における長
期欠席・不登校対
策システム化推進
事業

-
(運営費で対応)

107,755

予算額

-
(運営費で対応)

　小学校において、不登校対策担当者を中心とした長期欠
席・不登校対策に係る対応のシステム化を推進し、組織的
な対応力を向上させるとともに、登校支援員の家庭に対す
る登校アプローチや別室支援員による別室対応などによ
り、長期欠席・不登校傾向にある児童への支援を行い、長
期欠席・不登校の抑制を図る。
【拡充内容】支援員120人 → 126人

　「岡山型長期欠席・不登校対策スタンダード」や「起立
性調節障害対応ガイドライン」等の活用を全県で徹底す
る。また、小学校４校に専属教員を１名配置した専用教室
を、中学校６校に専属教員と支援員を各１名配置した専用
教室を設置し、教室復帰に向けた学習指導、生活支援等を
行うことで、長期欠席・不登校の解消を図る。
【拡充内容】専用教室：小学校０校 → ４校
　　　　　　　　　　　中学校３校 → ６校

《学校の組織的対応力の向上》

（予算額の単位：千円）

○不登校は、全国調査における集計方式の変更の影響もあり、全校種で増加するとともに、

新たに不登校となる児童の不登校児童全体に占める割合(H29：46.8％⇒H30：55.7％)も改

善が見られないなど、取組の更なる徹底が必要である。

○生徒指導専任リーダーを、県内４地域に各１名配置し、各学校の組織的な長期欠席・不登

校の未然防止の取組や生徒指導体制の構築に向けた支援を行っている。(再掲)

Ｒ１の進捗

拡充

最重点事業

（予算額の単位：千円）

（２）不登校問題への対応
不登校の未然防止と早期対応に向けて、教職員の教育相談能力の向上、校内組織体制の確立、

スクールソーシャルワーカー等の専門家の活用及び学校・家庭・関係機関等との連携を促進し、新た

な不登校を生まない取組を強化するとともに、長期欠席全体の減少に向けた取組を進めます。

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

不登校担当者を中心とした体制の強化

不登校担当者の明確な位置付けと研修の充実

体制強化のための人的措置（教員加配や支援員の配置）

組織的生徒指導体制構築に向けた取組の強化（再掲）

岡山型長期欠席・不登校対策スタンダードに基づく取組等の徹底

拡充
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Ｒ２の取組

小学校における長
期欠席・不登校対
策システム化推進
事業（再掲）

社会的自立サポー
ト事業

就学前からのス
クールソーシャル
ワーカー（ＳＳ
Ｗ）活用実践研究
事業（再掲）

保、幼
こ、教委

中等、高
保護者

小

小、中
中等、高
教委
保護者

内容

小、中
中等

　公立全小中学校（岡山市立を除く）にＳＣを配置し、子
どもたちの心のケアや教員研修を実施する。また、スー
パーバイザー（ＳＶ）による指導助言、全体研修等を実施
し、ＳＣの対応力の強化を図る。

小、中
中等、高

校種等

　小学校において、不登校対策担当者を中心とした長期欠
席・不登校対策に係る対応のシステム化を推進し、組織的
な対応力を向上させるとともに、登校支援員の家庭に対す
る登校アプローチや別室支援員による別室対応などによ
り、長期欠席・不登校傾向にある児童への支援を行い、長
期欠席・不登校の抑制を図る。
【拡充内容】支援員120人 → 126人

　公立全小中高等学校（岡山市立を除く）を担当ＳＳＷが
巡回し、関係機関等と連携しながら児童生徒の背景要因へ
の支援を行い、問題行動等の解決を図る。また、ＳＶによ
る指導助言や全体研修等を実施し、ＳＳＷの対応力の強化
を図る。

　「岡山型長期欠席・不登校対策スタンダード」や「起立
性調節障害対応ガイドライン」等の活用を全県で徹底す
る。また、小学校４校に専属教員を１名配置した専用教室
を、中学校６校に専属教員と支援員を各１名配置した専用
教室を設置し、教室復帰に向けた学習指導、生活支援等を
行うことで、長期欠席・不登校の解消を図る。
【拡充内容】専用教室：小学校０校 → ４校
　　　　　　　　　　　中学校３校 → ６校

スクールソーシャ
ルワーカー（ＳＳ
Ｗ）を活用した行
動連携推進事業
（再掲）

小、中
中等、高

思春期サポート事
業（再掲）

スクールカウンセ
ラー（ＳＣ）配置
事業(再掲)

長期欠席・不登校
対策スタンダード
普及徹底事業（再
掲）

予算額

145,489

164,608

2,576

-
(運営費で対応)

　教育支援センター・おかやま希望学園・フリースクール
等の関係機関相互の効果的な連携の在り方に関する研究等
を行い、不登校児童生徒の社会的自立を支援する。

　ＳＳＷが幼稚園等を巡回訪問し、保健福祉部局等と連携
しながら就学前の子どもと家庭への支援を行う取組を２市
町村で実施し、問題行動等の未然防止を図る。

14,550

107,755

　全県立高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に対
し、専門家による生徒・保護者へのカウンセリング、教職
員への助言・研修、心理教育等の実施を支援し、高等学校
の教育相談力の向上を図る。
【拡充内容】年18回→年19回

14,643

《専門家の活用及び学校・家庭・関係機関との連携の促進》

（予算額の単位：千円）

○有識者等の支援を受けながら、長期欠席・不登校の要因と傾向の分析を行うとともに、
岡山型長期欠席・不登校対策スタンダードに基づく取組の徹底を図った。

○医療機関等と連携して作成した起立性調節障害の児童生徒を支援するためのガイドライ
ンの普及を図った。

○専門機関、教育支援センター、おかやま希望学園、市町村の福祉部局等と連携した取組

を進めている。

Ｒ１の進捗

拡充

拡充

拡充

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

不登校関係機関等との連携・研究

専門家（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー）の活用

医療との連携によ

る長期欠席・不登

校対策の研究

岡山型長期欠席･不登校対策スタンダードに基づく取組等の徹底(再掲)
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欠
席
が
１
０
～
２
９
日
の

児
童
生
徒

欠
席
が
３
０
日
以
上
の
長
期
欠
席
・
不
登
校
児
童
生
徒

長 期 欠 席 ・ 不 登 校 対 策

長期欠席・不登校対策

重
点
的
支
援

早
期
対
応

対 象

スクールソーシャルワーカーを活用した行動連携推進事業
○複雑な家庭環境や本人の特性等への対応支援の充実
○早期からの支援にも対応 ＳＳＷ２５人（正規２０人 準ずる者５人）を県下12ブロックに配置

1,000人当たりの不登校出現率（人）

H26 :13.3 → H30 :17.2 ▶▶ R2: 9.6 以下
（ 現 況 ） （ 目 標 ）

生徒指導専任リーダー配置事業

小学校における長期欠席・不登校対策システム化推進事業

未
然
防
止

スクールカウンセラー配置事業
○スーパーバイズによる個々のＳＣ（主として経験の浅い者）の資質の向上や
対応力の強化 ・スーパーバイザー ８名

○全公立小中学校への配置 ・配置校（拠点校）数 １００校

思春期サポート事業
○高等学校における教育相談力の向上
・勤務日数 １８日/年 ▶ １９日/年

（職員研修、自殺予防教育、いじめ予防教育等の研修も含む）

就学前からのスクールソーシャルワーカー活用実践研究

〇小学校における組織的な生徒指導の充実 ・配置人数 ４名

〇地域における核として教員の生徒指導力の向上や学校の組織的対応力向上の取組を支援

○『岡山型長期欠席・不登校対策スタンダード』に基づく対応の徹底

・７段階の状態評価の導入による児童生徒一人ひとりの状態に応じた対応

・支援対象者リスト等による長期欠席・不登校に関する情報の一元化・可視化の推進

長期欠席・不登校対策スタンダード普及徹底事業

（市町村委託による実践研究：２市）

〇就学前から家庭への働きかけや関係機関等と連携した取組により問題行動等を未然防止

不登校対策担当者（生徒指導主事等）が中心となってコーディネートを行い、組織的な対応へ

登校アプローチ

 保護者に対して登校へ
の理解・協力を促す

特に困難な家庭には、当
初からのケース会議に、
ＳＳＷ等も参加し、児童の
背景要因への支援をシス
テムに位置付けて行う。

※登校支援員と別室

支援員は、学校の

実態や取組の方針

に応じて登校支援員

もしくは両方を選択

担任教員など 登校支援員（※）

別室支援

教室復帰

（再掲）専属教員（再任用）

別室支援員（※）

拡

拡

○不登校対策別室指導実践研究

・中学校：専用教室に専属教員と支援員（市町村費）を

それぞれ１名配置（3校→6校）

・小学校：専用教室に専属教員（再任用）を1名配置

（新たに４校で実施）

登校できているが教室に入りにくい児童生徒

教室

家庭
別室

拡

- 15 -
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学力定着状況確認
テスト

小、中

学校経営力向上支
援事業

Ｒ２の取組

岡山県学力・学習
状況調査

小、中
中等、特

内容

校種等

　小学校第３～５学年、中学校第１～２学年を対象に学
力・学習状況調査を実施し、全国の同学年と比較した学力
状況等を把握するとともに、学年毎の経年変化を追跡・分
析し、授業改善や個に応じたきめ細かい指導に活用する。
　結果分析により、学習指導上の課題や学力向上施策の効
果を検証し、施策の改善を図る。

　小学校第４学年～中学校第２学年を対象に、全国学力調
査における活用型の学力を測る問題を提供し、秋の段階で
の学力状況を確認することで、各学年で身に付けるべき学
習内容の年度末までの確実な定着を図る。

校種等

　学校経営に優れた校長経験者を学校経営アドバイザーと
して学校へ派遣し、校長の学校経営を支援し、学校の組織
力の向上を図るとともに、教員の授業力の向上を図る。

Ｒ２の取組

予算額

-
(運営費で対応)

小、中

予算額内容

72,862

5,495

（３）教師の教える技術の向上等

子どもたち一人ひとりの状況を的確に把握し、習熟度別指導など個に応じたきめ細かい指導を充実するとともに、

授業改善やＩＣＴ活用等指導力向上のための研修を推進することなどにより、子どもの学習意欲を喚起し学力を向上

させる「教える技術（授業力）」の高い、不断に学び合う教員を養成します。また、道徳や小学校英語の教科化に対応

した教員研修等を計画的に実施します。

さらに、教職員には、強い使命感、子どもたちへの教育的愛情及び実践的指導力やコミュニケーション能力など、

学校や子どもたちが抱えるさまざまな教育課題に適切に対処できる資質や能力が求められることから、人間性豊かで

優れた人材の確保に努めるとともに、採用後研修の充実や適切な人事管理等を行います。

また、教職員が自らの資質能力を十分発揮できるよう、教職員の健康の保持増進、メンタルヘルス対策の充実等を

図ります。

《学力状況の把握》

（予算額の単位：千円）

《「教える技術（授業力）」の向上》

○Ｈ31(Ｒ１)年度全国学力・学習状況調査結果では、正答率については、小学校では国語で全

国と同等となったが、算数で全国を下回った。一方、中学校では国語・数学ともに全国と同

等となるなど一定の成果が見られたが、英語で全国を下回った。また、これまで課題であっ

た家庭学習時間にも改善の兆しが見え始めるなど、一定の成果があらわれてきている。

○全国及び県調査結果や年度途中での学力定着状況の把握に基づき、授業改善を進めると

ともに、一人一人の課題に応じた補充学習や到達度確認教材の効果的な活用等、早期に

つまずきを解消し、年度内に確実に定着させる取組を進めている。

Ｒ１の進捗

最重点事業

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

児童生徒の学力・学習状況の調査・分析・活用

新規

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

授業改革推進リーダー・推進員の配置

教員の事務作業等を軽減する取組の推進

効果的な取組の普及・拡大

改訂版スタンダードの普及・徹底（再掲）

教科指導エキスパートの派遣による中学校の教科指導改善

学習指導のスタンダードの徹底（再掲）

外部機関と連携した教員の意識改革・指導力の向上

活用型学力を育成するための授業改善の研究

県教委からの指導主事派遣による課題校の改善 全市町村への中学校チームの配置

新指導要領を踏まえた

改訂版の作成（再掲）
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7,249公立学校教員採用
試験

大学生

校種等Ｒ２の取組

「教師への道」イ
ンターンシップ事
業

　教職を目指す大学生に学校現場での教育活動の体験機会
を与え、学校教育への理解を深め、実践的指導力の基礎を
身に付ける。

内容

　優れた人材を確保できるよう、岡山県公立学校教員採用
候補者の選考資料とするため、公立学校教員採用試験を実
施する。

予算額

-
(運営費で対応)

大学生

（予算額の単位：千円）

《優れた人材の確保等》

○人物重視の採用の在り方や多様な選考方法についての研究、教職員の育成・評価システ

ムの推進については、予定どおり進んでいる。

○「岡山県公立学校教員等人材育成基本方針」、「岡山県教員等育成指標及び研修計画」に

基づき、キャリアステージに応じた資質能力の向上と研修の実施に取り組んでいる。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

教職員の育成・評価システムの推進

人物重視の採用の在り方や多様な選考方法についての研究

県人材育成基本方

針に基づく新たな研

修体系の実施

県人材育成基本方針に基づく総合教育センター研修の充実

教特法に規定された協議会

による指標の策定及び指標

を踏まえた教員研修計画の

策定

全大学と育成指標を共有
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○知識の習得・意識の向上・同僚性の形成

職場内研修・研修講座の受講

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修ｸﾞﾙｰﾌﾟ協議の活用

・職場の健康づくり研修会支援事業

・産業医による健康教育

・初任者研修

・管理職研修

・教職員が支え合う風土づくり研修講座

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙｱｯﾌﾟ講座

○実践

セルフケア

・ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ、ｽﾄﾚｽﾁｪｯｸ制度の活用
・こころの体温計
・各種相談窓口の活用

組織対応

・管理監督者によるラインケア
（見守り・声かけ、傾聴、つなぐ）
･教職員が互いに支え合う職場づくり
･気軽に悩みを相談できる環境づくり
･ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修ｸﾞﾙｰﾌﾟ協議の活用（再掲）
・職場の健康づくり研修会支援事業（再掲）

【二次予防(早期発見・早期治療)】

各種相談窓口
・こころとからだの健康相談
・教職員ストレス相談
・教職員よろず相談
・教職員を支える会
・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ等を活用した相談
・管理職相談窓口

【三次予防(職場復帰、再発防止)】

岡山県教職員復職支援システム
・休職中の支援
・復職ﾌ ﾛ゚ｸ ﾗ゙ﾑの実施
・復職後の支援
・保健師への相談
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就学前教育推進プ
ロジェクト(再掲)

保、幼
こ、小
教委

就学前教育推進プ
ロジェクト(再掲)

保、幼
こ、小
教委

校種等Ｒ２の取組

就学前からのス
クールソーシャル
ワーカー（ＳＳ
Ｗ）活用実践研究
事業（再掲）

保、幼
こ、教委

校種等Ｒ２の取組

4,966

予算額

　就学前教育スーパーバイザーを配置し、保幼小接続スタ
ンダードの普及や市町村への指導・助言や支援等を行い、
市町村の指導体制の充実を図る。

内容

　ＳＳＷが幼稚園等を巡回訪問し、保健福祉部局等と連携
しながら就学前の子どもと家庭への支援を行う取組を２市
町村で実施し、問題行動等の未然防止を図る。

14,550

4,966

内容 予算額

　就学前教育スーパーバイザーを配置し、保幼小接続スタ
ンダードの普及や市町村への指導・助言や支援等を行い、
市町村の指導体制の充実を図る。

（４）就学前教育の充実等

幼稚園等の教職員研修の充実などにより、生涯にわたる人格形成の基礎を担う就学前教育の質の向
上を図るとともに、小１プロブレムの解消に向け、小学校教育への円滑な接続ができるよう、幼稚園等と小
学校との連携を推進します。

（予算額の単位：千円）

《小学校教育への円滑な接続》

《質の高い教職員等の養成》

（予算額の単位：千円）

○就学前教育スーパーバイザーの配置等により、保幼小接続スタンダードの徹底や、各市

町村における教職員研修の充実等を図った。(再掲)

Ｒ１の進捗

○就学前教育スーパーバイザーの配置等により、保幼小接続スタンダードの徹底や、各市

町村における教職員研修の充実等を図った。(再掲)

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

市町村が実施する幼稚園教員等を対象とした研修への支援

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

市町村における保幼小接続カリ
キュラムの作成促進

保幼小接続スタンダードの徹底（再掲）

就学前における市町村の早期支援体制構築への支援 市町村への助言

各市町村での全面実施
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学校評議員の設置

小、中
中等

おかやま創生小中
学校パワーアップ
事業

学校における「地
域連携担当」の活
動推進

中学校夜間学級調
査研究事業

コミュニティ・ス
クール（学校運営
協議会）の設置

Ｒ２の取組

県立学校 　保護者や地域住民、学識経験者等の構成委員が一定の権
限を持ち、学校運営や必要な支援に関して協議を行うこと
で、学校・家庭・地域が一体となって、より質の高い教育
の提供を目指す。

県立学校

－
(運営費で対応)

4,736

教委

627

内容 予算額

　学校運営や教育内容について保護者や地域住民の意向を
的確に把握し反映させるため、県立学校において学校評議
員制度の充実を図る。

　義務教育未修了者や不登校経験者等の教育機会の確保に
向け、中学校夜間学級等の学び直しの場の提供について、
関係機関等による調査研究委員会で協議するとともに、先
進事例を調査する。

880

小、中 　小中学校が子どもの育成像を共有した上で地域と連携
し、地域課題解決や地域の特色を生かした魅力づくり等を
行う小中学生の取組を推進し、小学校段階から地域への愛
着や地元貢献意識を育て、将来のおかやま創生を担う人材
の育成を図る。

3,000

校種等

　担当者研修会の実施及び教育支援活動に関する情報提供
の機会を設け、地域との結びつきを大切にした開かれた学
校づくりの中心的な役割を担う「地域連携担当」の資質向
上及び活動の促進を図る。

（５）活力ある小・中学校づくり

地域との協働関係を生かし、地域の実情を踏まえた魅力あるカリキュラムの導入等について支援を
行います。また、設置者である市町村が学校の適正規模化や学校種間の連携の在り方等を検討する
に当たって、ニーズや実情を踏まえた指導・助言を行うとともに、学校統合を行う場合、小規模校を存
続させる場合、各々について支援を行います。

《小規模小・中学校への支援》

《地域の実情を踏まえた特色ある学校づくり》

○コミュニティ・スクールについて、自治体における推進体制の構築を目指す５市町村へ

の補助や指導助言を行い、推進を図った。

○中山間地域の小規模校における効果的な合同授業や小中連携等、特色ある学校づくりの

好事例を収集し、情報発信することで、学校の活性化の取組を支援している。

Ｒ１の進捗

○中山間地域の小規模校における効果的な合同授業や小中連携等、特色ある学校づくりの

好事例を収集し、情報発信することで、学校の活性化の取組を支援している。（再掲）

Ｒ１の進捗

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

全県的な人事交流、小規模校や複式学級支援のための教員配置

小規模校活性化モデル校の

開発・支援
モデル校での成果の普及

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

コミュニティ・スクールの充実、地域学校協働本部への移行に関する支援

小中一貫教育の導入、義務教育学校の設置に関する指導・助言
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Ｒ２の取組

高等学校教育体制
整備研究推進事業

校種等 予算額

500高 　岡山県立高等学校教育体制整備実施計画(H31.2.15)に基
づき、高等学校教育体制整備を推進する。

内容

《小・中学校の統合を検討・実施する市町村への支援》

（６）高等学校段階における教育の充実

生徒数の減少が進む中、学習環境の維持や向上を行い、学校の活力を高めていくことができる県立高

等学校の教育体制を整備するとともに、おかやま創生を担う人材やグローバル･リーダー、科学技術の発

展を担う人材の育成等に向けて、時代の変化に対応した魅力ある高等学校づくりを推進します。

（予算額の単位：千円）

《魅力ある高等学校づくりの推進》

《県立高等学校の教育体制整備》

○中山間地域の小規模校における効果的な合同授業や小中連携等、特色ある学校づくりの
好事例を収集し、情報発信、学校の活性化の取組を支援している。（再掲）

Ｒ１の進捗

○岡山県立高等学校教育体制整備実施計画に掲げる複数校地の解消に向け、該当校ごとに

県教委と学校からなる校地検討委員会を設置し、検討を進めている。

○岡山県立高等学校教育体制整備実施計画に掲げる地域との連携・協働による教育の推進

等の実現に向け、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の規則等を整備し、

県立和気閑谷高等学校に導入した。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

統合に伴う教員加配

統廃合の事例の情報収集・提供

市町村訪問等によるニーズの把握や指導・助言

小規模校活性化モデル校の

開発・支援（再掲）
モデル校での成果の普及（再掲）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

高等学校教育研究協議会におけ
る研究・協議

平成30年度を目途とする教育体制整備実施計画に基
づく施策の展開

令和10(2028)年度を目途とする教育体制整備実施計画に基づく施策
の展開

令和10(2028)

年度を目途とする

教育体制整備実

施計画の策定

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

地域のニーズを踏まえた新しい教育システムの導入・教育内容の創設

大学等と連携した国際科学

コンテスト参加への支援

国際科学コンテストの指導分野の拡大 ⇒ 科学技術教育の推進(P.35)参照

高校生への留学支援等による英語活用力の向上⇒ 国際化に対応した教育の推進(P.33-34)参照

グローバルセミナーの開催

高校生の基礎学力の定着と、自ら課題を見つけ解決できる力の育成に向けた取組の推進

物理に加え、化学・生物でも実施
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合同学習合宿の実
施

Ｒ２の取組 校種等

Ｒ２の取組

学校経営予算

コミュニティ・ス
クール（学校運営
協議会）の設置
（再掲）

遠隔教育システム
研究

おかやま創生　高
校パワーアップ事
業

県立学校

予算額

県立学校

県立学校

3,601

中等、高

　担当者研修会の実施及び教育支援活動に関する情報提供
の機会を設け、地域との結びつきを大切にした開かれた学
校づくりの中心的な役割を担う「地域連携担当」の資質向
上及び活動の促進を図る。

4,950

84,602

　岡山県立高等学校教育体制整備実施計画を踏まえ、地元
自治体、企業、大学等との連携により、地域の課題やニー
ズを踏まえ、おかやま創生を担う人材の育成や地域の活性
化に貢献する高校の魅力化を図り、おかやま創生のモデル
として、県下への展開を行う。

　学校運営や教育内容について保護者や地域住民の意向を
的確に把握し反映させるため、県立学校において学校評議
員制度の充実を図る。

内容 予算額

697

　学校の垣根を越えた学びの場を提供し、リーダー育成を
図る。

　高校生を対象に、東西の古典を教材として対話を通じ学
び合うセミナーを実施することで、主体的に学ぶ人材の育
成を図る。

　岡山県立高等学校教育体制整備実施計画を踏まえ、時代
をリードする教育内容等を研究し、新学科等の設置を目指
すリーディングモデル２校と、３学級規模の高等学校が地
域との連携の在り方等を研究し、配置したコーディネー
ターを活用した地域との連携促進など、教育の質を確保し
た魅力づくりを図るリージョナルモデル８校を指定し、県
立高校の魅力化を推進する。
【拡充内容】リージョナルモデル　６校→８校

　校長が弾力的に運用できる予算制度として、校長の裁量
権を発揮させることで各学校の教育目標の達成を図る。
　学校規模等に応じて配分する「基本配分枠」、県が設定
した教育課題に取り組む「重点事業枠」により、各学校の
事業を推進する。

15,269

校種等

4,736

内容

中等、高

－
(運営費で対応)

483

高 1,485　小規模化する学校の活性化、教育活動の充実のため、高
等学校１校の校地間を遠隔教育システムで結び、システム
を活用した効果的な教育実践に向けた調査研究を行う。

高

学校評議員の設置
(再掲)

アスペン古典セミ
ナー

高校生の学力状況
の分析

高等学校魅力化推
進事業

高

私たちの学校「コ
レぞ自慢のオン
リーワン」事業

学校における「地
域連携担当」の活
動推進(再掲)

中等、高

中、中等
高

県立学校 　保護者や地域住民、学識経験者等の構成委員が一定の権
限を持ち、学校運営や必要な支援に関して協議を行うこと
で、学校・家庭・地域が一体となって、より質の高い教育
の提供を目指す。

627

　県立学校の特色ある取組をとりまとめ、地元の中学生や
保護者をはじめ、広く地域の方々に情報発信する。

950

　コーディネーターを配置し、各校の学力状況を分析し、
指導改善方策の検討等を行うことで、高校生の学力向上を
図る。

（予算額の単位：千円）

○11月に「地域と連携した『高校の魅力化』フォーラム」を開催し、「おかやま創生 高校

パワーアップ事業」推進校や、「高等学校魅力化推進事業」指定校等の研究成果の発表の

場を設け、県下への普及を図った。

○英語ディベート等の英語に触れる機会の場の提供、海外留学の支援等により、高校生の英

語活用力向上に取り組んでいる。

Ｒ１の進捗

最重点事業
（予算額の単位：千円）

拡充
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　近年、特別な支援を必要とする児童生徒が抱える問題も
多様化・複雑化していることから、スクールカウンセラー
を特別支援学校に配置し、生徒・保護者へのカウンセリン
グや教職員への助言を行い、教育体制の充実を図るととも
に、必要に応じてスクールソーシャルワーカーを派遣す
る。

　教育・労働・事業所等の連携により、就労による社会自
立や障害の重い生徒に対する支援方策の在り方について検
討する。また、高等部１・２年生が複数の企業担当者と直
接話をする機会として、「ジョブマッチング～特別支援学
校生徒のためのジョブフェア～」を開催する。

Ｒ２の取組

岡山県就労・生活
支援研究協議会

特別支援学校にお
ける新しい教育課
題研究事業

免許法認定講習

431

特

3,035

予算額

343　学習指導要領やインクルーシブ教育システムの構築など
特別支援学校においても新しい教育課題への対応が求めら
れていることから、指定校において授業づくりや交流及び
共同学習等に関する実践研究を行うとともに、その成果を
普及する。

内容

　特別支援学校教諭免許状取得に必要な単位を修得できる
講習を実施し、特別支援学校に勤務する教員及び特別支援
学級を担任する教員等の資質の向上を図る。

小、中
中等
高、特

　生徒が目標を持って取り組むことができる技能検定を企
業団体と連携して企画・開発し、県下の特別支援学校で実
施することで、キャリア教育の充実を図る。

460特

特別支援学校ス
クールカウンセ
ラー等配置事業

特

2,580

可能性にチャレン
ジ ～特別支援学
校技能検定～

特

校種等

（７）特別支援教育の推進

特別支援学校においては、複数の障害種に対応した適切な教育ができる体制の整備や子どもたちへ

の適切な指導・支援の充実を図るほか、高等部における就労支援の充実や域内の特別支援教育を支え

るセンター的機能の充実を図ります。

また、小・中・高等学校等においては、特別支援教育の観点を取り入れた授業づくりや学級づくりを通じ、

発達障害を含めた特別な支援を必要とする一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援の充実や教員の指

導力の向上を図り、子どもたちが達成感や成就感を持ち、学習意欲を高めることができるようにします。ま

た、就学前から卒業後までを一貫して支援できるよう関係機関と連携体制の整備を図ります。

今後、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築の理念に基づきながら、取組の充実

を図ります。

（予算額の単位：千円）

《特別支援学校の教育の充実》

○特別支援学校における特別支援学校教諭免許状保有率については、免許法認定講習の実
施などにより、計画を上回るペースで向上している。

○特別支援学校技能検定について、パソコン・清掃・接遇サービス・オフィスアシスタン
トの４種別を実施した。

○就労支援コーディネーターの活用やジョブマッチング等の取組により、就労の割合は前
年度を上回った。

○外部専門家の活用や研修会等の実施により、特別支援学校の専門性の向上やセンター的

機能を強化した。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

特別支援学校技能検

定（PC・清掃・接遇）の

実施、流通プレ検定

の実施

センター的機能の強化・充実

特別支援学校における特別支援学校教諭免許状保有率の向上

パソコン・清掃・接遇サービス・オフィスアシスタント検定の実施
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校種等

特別支援学校経営
予算

高等支援学校等就
労支援充実事業

中等、高
特

特

　企業における障害者雇用担当経験者等を就労支援コー
ディネーターとして拠点校に配置し、高等支援学校及び特
別支援学校生徒の職場実習先や就労先の開拓を進めるとと
もに、地域の就労支援の拠点として、高等学校における特
別な支援を必要とする生徒の就労等に関する支援を行う。

　校長の裁量権の拡大や経営能力の向上を図るとともに、
特色ある学校づくり、地域に開かれた学校づくりを推進
し、学校教育の質の向上を図る。

特

Ｒ２の取組

13,130

　特別支援学校において、吸引や経管栄養等の日常的医療
的ケアに係る看護師及び教員等の専門性を高めることによ
り、医療的ケアの実施体制の充実を図る。
【拡充内容】医療的ケアに関する看護師研修の実施

特

1,750

　企業における就労体験において、生徒の実態に応じ、必
要な個別支援を行うジョブ支援員を活用する。

就学前からの発達
支援事業

Ｒ２の取組

　幼稚園・保育所等において、４歳児を対象とした発達障
害等の可能性のある子どもの早期発見・把握を行うととも
に、専門指導員（特別支援学校教員）や就学前支援コー
ディネーターを派遣して適切な指導・支援を行い、市町村
における就学前段階の取組の充実を図る。

特別支援学校教員
専門研修

6,221

内容 予算額

ジョブ支援員の活
用

365

医療的ケア充実事
業

プロに学べ！作業
学習ブラッシュ
アップ事業

幼、保
こ

5,015

内容

特 　外部専門家を活用した専門的な研修を実施し、特別支援
学校教員の専門性の向上とともに、特別支援学校のセン
ター的機能の充実を図る。

校種等

特 　販売力のある製品をつくるために必要な、商品開発から
販売戦略の策定、広報、効果検証までの一連のプロセスに
おいて、企業から高いレベルで指導・助言を受け、企業と
の連携を重視した作業学習のモデルを研究する。

643

896

予算額

《小・中学校、高等学校等における特別支援教育の充実》

（予算額の単位：千円）

○個別の教育支援計画等の引継ぎ率は全校種で上昇しており、引継ぎ率100％に向け、その
効果的な活用とともに引継ぎの在り方を研修会等において周知した。

○専門指導員や就学前支援コーディネーターを幼稚園等に派遣し、ケース会議や研修会等
を行った。

○３名のブロックリーダーが地域内の小・中学校で巡回指導や研修会等を行い、授業改善

や好事例の普及した。

○２市町村教委において、通級指導の新しいモデルとして、大規模自校型及び小中連携型

について、研究を進めた。

○公立高等学校４校で通級による指導を実施し、個のニーズに応じた教育課程の在り方や

指導内容・方法等を研究した。

Ｒ１の進捗

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

就学前における市町村の早期支援体制構築への支援

「個別の教育支援計画」等の引継ぎ及び活用の徹底
「個別の教育支援計画」等の作成の徹底

⇒ 研修会での周知徹底等により学校等にお
ける作成を促進

通常学級における授業のユニバーサルデザインの考え方に基づく授業づくりや学級づくりの徹底

通常学級における特別支援教育ブロックリーダーの活用

通常学級における特別支援教育ブロックリーダーの養成

高等学校における生徒の特性に応じた指導・進路指導の充実

高等学校における通級による指導の実施

拡充

新規
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小、中
中等

長期療養児支援充
実事業

通常学級における
特別支援教育ブ
ロックリーダーの
活用

　公立高等学校４校で通級による指導を行うとともに、校
内研修会等により教員の特別支援教育に関する専門性の向
上を図る。

幼、保
こ

小、中
中等
高、特

　教育職員免許法に基づく免許法認定講習を増設し、特別
支援学級担任等の特別支援学校教諭免許状の取得を促進す
るとともに、専門性の向上を図る。

605

1,688

866

中等、高

　企業における障害者雇用担当経験者等を就労支援コー
ディネーターとして拠点校に配置し、高等支援学校及び特
別支援学校生徒の職場実習先や就労先の開拓を進めるとと
もに、地域の就労支援の拠点として、高等学校における特
別な支援を必要とする生徒の就労等に関する支援を行う。

高等学校における
多様な学びの場充
実事業

中等
高、特

小、中

小、中
中等、高

小中学校特別支援
学級担任等対象研
修

小、中
中等
高、特

中、中等
高

Ｒ２の取組

専門指導員派遣事
業

校種等 内容 予算額

－
(運営費で対応)

高等支援学校等就
労支援充実事業
(再掲)

1,941　特別支援教育に関する専門的な知識や指導の在り方を修
得する内容の研修を実施し、特別な支援を必要とする児童
生徒へ適切な指導及び支援を行う際に必要な専門性の向上
を図る。

　県立高等学校等に在籍する障害のある生徒に対し、障害
の程度に応じ、特別支援教育支援員を配置し、学校生活上
の介助等の支援を行う。

県立高等学校等へ
の特別支援教育支
援員の配置

13,130

20,062

特別支援学校教諭
免許状取得促進事
業

1,080　専門家で構成する「復学支援推進チーム」から、チーム
員を高等学校や医療機関に派遣し、長期療養中の高校生へ
の遠隔授業について研究するとともに、小・中・高等学校
等から要請を受けてチーム員を派遣し、支援を実施する。

　特別支援教育ブロックリーダーとして養成した小・中学
校教員による校内及び地域内の学校への指導・助言等によ
り、通常学級等における特別支援教育の充実を図る。

小中学校における
通級指導教室充実
事業

小、中 　２市町村教委を研究指定し、新しい形の通級による指導
の在り方を実践研究するとともに、本事業を実施する市町
村の小・中学校において、特別支援教育の観点を取り入れ
た授業づくりの充実に向けた校内研修会を開催し、その成
果を普及することにより、通常の学級における特別支援教
育の充実を図る。

960

　専門指導員を派遣して指導・助言を行うことで、県内の
小・中学校等に在籍する特別な支援を必要とする幼児児童
生徒への支援体制の整備を図る。

《インクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教育の充実》

○合理的配慮の提供について、各種研修会等において理解啓発を促した。
○交流及び共同学習について、モデル校１校を指定し実践研究を行った。
○就学前の子どものいる保護者向けに、多様な学びの場について、リーフレットを作成し、
配付するなど特別支援教室について周知した。

Ｒ１の進捗

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

交流及び共同学習等の先進的な取組の研究 全県への普及

特別支援教室の拡充

合理的配慮

全県への普及

好事例の収集

好事例の周知によ

る市町村等への取

組支援
趣旨の周知 全県への普及

新規
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校種等

岡山県・岡山市教
員等育成協議会

企業発！みらプロ 民間企業 　地域貢献活動を行いたい企業を対象に、生涯学習セン
ターが専門家をコーディネートして相談・助言等を行い、
学校や公民館等で活用できる学習プログラムを作成する。

予算額

Ｒ２の取組

おかやま子ども応
援人材バンク

幼、こ

小、中

中等、高

特、一般

－
(運営費で対応)

　身近な地域では得られにくい企業や団体等を学校の応援
団として募り、学校へ紹介する。

内容Ｒ２の取組

大学生

243

内容

　主催講座では、県立文化・社会教育施設８施設と連携
し、子どもたちが各施設で主体的に学んでいく講座「きっ
ず☆ユニバ｣を開設する｡連携講座では､県や大学等が行う
多様な学習講座を体系化し､総合的な学習機会を提供する｡

　教職を目指す大学生に学校現場での教育活動の体験機会
を与え、学校教育への理解を深め、実践的指導力の基礎を
身に付ける。

5,475

－
(運営費で対応)

予算額

－

校種等

　教育公務員特例法に基づき、岡山市と合同で設置してい
る協議会において、県内教員養成系大学等と連携して、県
内公立学校等の校長及び教員の資質の向上に関して必要な
事項について、協議を行う。

155

岡山県生涯学習大
学事業

「教師への道」イ
ンターンシップ事
業(再掲)

一般

（予算額の単位：千円）

《企業等との連携》

《大学等との連携》

（予算額の単位：千円）

○高大連携を実施している高等学校の割合は、H30年度88.7％で連携が進んでいる。

○インターンシップ・ボランティアへの参加について、ホームページや大学での説明会など

で周知や働きかけをおこなった。

○岡山県・岡山市教員等育成協議会を開催し、県内教員養成系大学と連携した人材育成につ

いて協議した。

○合同学習合宿や、国際化に対応した教育、科学技術教育などの各種事業における講義や指

導助言等での連携協力を得た。

○人と科学の未来館サイピアで大学・天文台等と連携し、科学体験機会の提供を行った。

Ｒ１の進捗

○おかやま子ども応援人材バンクについて、登録団体の拡充や活用の促進を図った。

Ｒ１の進捗

（８）大学等との連携
専門的な知見・資源を有する大学等高等教育機関や企業、公益法人やＮＰＯなど民間団体等と連携

を図り、学校や地域における子どもたちの学習活動の充実に努めます。

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

社会教育施設等での科学体験機会の提供 連携大学等の拡充

インターンシップ・ボラン

ティアへの参加の周知と

働きかけ
インターンシップ・ボランティアへの参加促進

県人材育成基本方針の教職課程への反映 全大学への普及（基本方針の計画期間（～Ｒ２）内での実施を目指す）

県人材育成基本方針で求める資質能力の教

育実習の評価への導入
全大学での教育実習での評価の反映（基本方針の計画期間（～Ｒ２)内での実施を目指す）

高大連携の促進

教特法に規定された協議会

による指標の策定及び指標

を踏まえた教員研修計画の

策定（再掲）

全大学と育成指標を共有（再掲）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

おかやま子ども応援人材バンクの登録・活用促進

「人材バンク活用の

ススメガイド」の普及

新規

（予算額の単位：千円）
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高校生「地域防災
ボランティアリー
ダー」養成事業

中、中等
高

－ 　平成30年７月豪雨災害において、多大な支援を受けた兵
庫県教育委員会震災・学校支援チーム「ＥＡＲＴＨ」の知
見と手法を本県でも普及し、教職員による災害時の相互応
援体制を構築する。

99

232

学校安全総合支援
事業

3,500

Ｒ２の取組

2,126,727

内容

高、特

幼、こ
小、中
中等
高、特

校種等

教職員による災害
時相互応援体制構
築事業

県立学校の長寿命
化改修

学校安全教室推進
事業

Ｒ２の取組

　老朽化した学校施設の環境改善（環境整備）を目的とし
た長寿命化改修工事を実施し、学校施設の経年劣化の改善
や機能向上等を推進する。

　実践的な安全教育・安全管理を推進することができるよ
う、防犯教室や地域安全マップの指導者等に対して学校安
全教室推進研修会を開催し、学校安全を推進する。

予算額

411

予算額校種等 内容

　災害発生時に高校生が救援活動等ができる実践力を身に
付け、社会貢献できる人材を育成することを目的に、日本
赤十字社等と連携し、搬送訓練や炊き出し訓練などをメ
ニューとした研修を実施する。

　自然災害や登下校中の交通事故、学校内外における不審
者による事件等、地域や学校の抱える学校安全上の課題に
対して､連携して積極的に取り組む地域や学校を支援する｡

幼､こ､小
中､中等
高、特

（９）子どもたちの安全の確保

（予算額の単位：千円）

《安全な環境整備等の推進》

《防災教育の充実》

（予算額の単位：千円）

○これまでのモデル校で開発した指導方法や教育手法の普及を進めている。
○避難訓練指導資料等については、ホームページへの掲載や担当者研修会での呼びかけ等

により、学校での活用促進を図っている。
○平成30年７月豪雨災害の検証結果等を踏まえた研修会を全市町村において開催し、学校
再開に向けた取組、心のケア、関係機関との連携等の諸課題に対応したより実効性のあ
る学校防災マニュアルへの見直しにつなげ、学校の防災力の向上を図った。

○専門家による現地調査等を行い、それぞれの学校が立地する土地の災害リスク情報を県
立学校にフィードバックする取組を進めている。

Ｒ１の進捗

○県下の全公立小・中・高等学校において、交通安全教材「セーフティーサイクル・ステッ

プアップ・スクール」を活用した取組を行うとともに、関係機関との連携を進めた。

Ｒ１の進捗

子どもたちが災害に適切に対応できる実践的な態度や能力を養うため、防災教育や避難訓練の充

実を図ります。

また、不審者情報等の積極的な提供や、防犯教室の開催等により児童の危険回避能力を高める取

組を進めるとともに、防犯設備・機器の普及促進や自主防犯活動に対する支援を図るなど、学校内外

で子どもたちが安全に過ごすことができる環境の整備に向け、地域のボランティアや関係機関等との

連携による地域ぐるみの取組を推進します。

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

防災教育に係るモデル研究の推進・取組の普及

避難訓練指導資料等の充実・普及

平成30年７月豪雨災害の経験を踏まえた学校防災力の強化

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

地域ボランティアや関係機関との連携

交通安全教材の活用促進

新規
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放課後学習サポー
ト事業

小、中   公立小学校約180校、中学校約60校に、地域人材等を支
援員として配置し、放課後等の補充学習をサポートするこ
とで、基礎学力や学習習慣の定着を図る。

59,140

Ｒ２の取組 校種等 内容 予算額

家庭学習指導推進
プロジェクト

小、中
中等

　児童生徒の家庭学習習慣の定着のための基本的な考え方
や指導方法等を示した「家庭学習のスタンダード」の活用
を徹底し、家庭学習の質的・量的充実を図る。

696

２ 学びのチャレンジ精神の育成

（１）子どもたちの学力が伸びる仕組みづくり

小中学校において学校支援ボランティアの活用や支援員の配置等を行うことにより、放課後等の補充

学習をサポートするとともに、ＩＣＴの利活用など新たな手法も取り入れ、基礎学力や学習習慣の定着を

図ります。

また、意欲的に学習に取り組む仕組みづくりを進めるなど、子どもたちが学びに挑戦できる場を創出し、

子どもの自ら学ぼうとする意欲やチャレンジ精神を喚起します。

《補充学習への支援》

《ＩＣＴの利活用》

○補充学習支援をより効果的なものとするため、事業実施校の状況を確認し、実施頻度の

拡大や学習指導の質の向上に向けた指導を行うとともに、好事例の収集と普及を行って

いる。

○中学生の授業以外での学習時間の増加に向け、学習習慣の形成に取り組むモデル校の状

況を随時確認し、県内に広く普及するための好事例の確立を支援している。

○中学生の学習習慣・学習内容の定着に向け、中学校へ指導主事を派遣し、教員の意識改

革を促すとともに、「家庭学習のスタンダード」に基づく組織的な家庭学習指導の徹底

を働きかけている。（再掲）

Ｒ１の進捗

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

放課後等の補充学習支援

「家庭学習のスタンダード」の教員への徹底・保護者への啓発

中学校への取組の強化

望ましい生活習慣・学習習慣の確立に向けた取組の推進

（指定校での実践・成果の普及）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

県総合教育センターでのＩＣＴを活用した

授業改善等に関する研修講座の充実

ＩＣＴ活用好事例集の作成 全県普及

各学校におけるICTを活用した研修の充実

プログラミングに興味・関心がある生徒の増加に向けた取組の推進

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた

学校ＩＣＴ環境整備の推進
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家庭学習指導推進
プロジェクト（再
掲）

県立学校のＩＣＴ
基盤の整備

Ｒ２の取組

　インターネットやＩＣＴ機器を活用した授業が展開でき
る環境を整備し、ＩＣＴ教育の利活用に資する。（情報教
室の整備、ＩＣＴ機器の整備、ネットワーク環境の整備・
維持等）

予算額Ｒ２の取組 校種等 内容

　高校生を対象に著名なプログラマー等の講演会を実施
し、生徒の興味関心を喚起するとともに、専門的技術向上
のための講座開設等を行う。

中等、高

県立学校

　中学生が選んだ本を『おもしろ読書事典』として冊子に
まとめ、県内小中学校等に配付し活用を促す。

3,150中おもしろ読書事典

2,500

268,549

プログラミングコ
ンテストへの道

小、中
中等

696　児童生徒の家庭学習習慣の定着のための基本的な考え方
や指導方法等を示した「家庭学習のスタンダード」の活用
を徹底し、家庭学習の質的・量的充実を図る。

「ＧＩＧＡスクー
ル構想」に基づく
学校ＩＣＴ環境整
備事業

県立学校 　ＩＣＴを基盤とした、個別最適化された学びの実現を目
指す国の「ＧＩＧＡスクール構想」に基づき、学校におけ
る校内通信ネットワーク及び学習者用端末を整備する。
（参考：Ｐ.55「ＧＩＧＡスクール構想の実現」）

1,066,200

予算額内容校種等

《子どもの意欲やチャレンジ精神の喚起》

（予算額の単位：千円）

（予算額の単位：千円）

○小学校におけるプログラミング教育の導入に向け、小中高を見通した発達段階に応じた

「プログラミング的思考」を育成するための指導法に関する教員研修を開催している。

○「小学校プログラミング教育指導『はじめの一歩』」の普及を図っている。

○ＩＣＴを活用した授業改善等に関する研修講座の充実により、教員のＩＣＴ活用指導力

の向上に取り組んでいる。

○県総合教育センターによる情報モラルを指導する中核となる教員を育成するための研修

講座を実施している。

○発達段階に応じたＩＣＴ活用好事例等をとりまとめたＩＣＴ活用好事例集（Ｗｅｂサイ

ト版）で、最新の情報を発信している。

○「プログラミングコンテストへの道」事業に参加した高校生40人に対し、研修講座を６

回開催し、プログラミングに関する専門的技術の向上を図った。

Ｒ１の進捗

○小中学生の自主学習ノート、学習習慣・生活習慣に関する取組等を募集し、県教委ＨＰ

で紹介している。

○中学生の学習習慣・学習内容の定着に向け、中学校へ指導主事を派遣し、教員の意識改

革を促すとともに、「家庭学習のスタンダード」に基づく組織的な家庭学習指導の徹底

を働きかけている。（再掲）

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

チャレンジ問題の提供・活用促進
望ましい生活習慣・学習習慣の確立に向けた取組の推進

（指定校での実践・成果の普及）（再掲）

新規

令和元年度

２月補正予算
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（２）国際化に対応した教育の推進

グローバル人材の育成の基盤となる語学力、コミュニケーション能力、優れた国際感覚、国際理解の精

神を備えた人材の育成を目指し、子どもたちが英語に触れる機会の増加、高校生の海外留学等の促進

及び英語教育の充実による英語活用力の向上を図ります。

併せて、日本人としてのアイデンティティを持ち、我が国や郷土の伝統・文化を深く理解し、その継承・

発展に努め、世界に発信する姿勢を育みます。

《児童生徒の英語力の向上》

○民間と連携した教員の英語指導研修や外部検定試験の受験促進等により、英語力・英語

指導力を身に付けた教員の育成を進めている。

○小学校英語の教科化に向け、拠点校において新教材を効果的に活用した授業づくりを支

援し、授業公開等を通じて、教員の資質向上を図っている。

○小中学校の英語の授業でＩＣＴ教材を活用し、児童生徒の英語の聞く・話す能力の育成

を図っている。

○ＡＬＴや国際交流員、留学生など英語のネイティブスピーカーとの交流や英語ディベー

ト等の英語に触れる機会の提供等により、高校生の英語活用力向上に取り組んでいる。

○留学コーディネーターを配置し、海外姉妹校提携の拡大や高校生の留学促進に取り組ん

でいる。

○国の指導力向上研修を修了した英語教育推進リーダーによる研修等により、教員の英語

指導力強化に取り組んでいる。
○スーパーグローバルハイスクール指定校における課題研究発表等を通じて、英語教育を

含む成果の普及に取り組んでいる。
○国際バカロレアに関する調査・研究報告を受け、研究協力校２校において、国際バカロ
レアの教育手法に関する研究を実施し、その成果を取りまとめた。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

小学校英語の教科化に対応した研修の実施
⇒ 優れた人材の確保等参照

先行実施による実践モデルの収集・情報 教科化の全面実施

外部専門機関と連携した英語担当教員の指導力向上

高大接続改革に対応した教員の英語指導力強化

高校生への留学支援等による英語活用力の向上と国際理解の促進

グローバルセミナーの開催

スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）指定校を核とした英語教育の推進
ＳＧＨの成果の普及

国際バカロレアに関

する調査・研究

英会話スクール等民間の力を活用した教員の英語力や英語指
導力向上研修の実施

「Ｇ７倉敷宣言」の趣旨を踏まえたグローバルな視点から
教育できる教員の養成（教員の海外派遣等）

教科指導エキスパートの派遣による中学校の教科指導改善（再掲）

国際バカロレアの趣旨を踏まえた教育の推進、成果の普及

生きた英語に触れる機会の創出

ＩＣＴ教材の活用による児童生徒の英語力向上

留学コーディネーター配置等による海外姉妹校提携・交流の支援と高校生の留学の促進

生徒の発信力強化のための英語担当教員の指導力向上
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20,000

2,946

760

5,372

県立学校

中、中等
高

中、中等
高

高

Ｒ２の取組 内容校種等 予算額

理科教育等設備整
備事業

サイエンスチャレ
ンジ

科学オリンピック
への道

スーパーサイエン
スハイスクール事
業

　各学校の理科教育等設備を国庫補助により整備し、県立
学校の理科教育の振興を図る。

　理数に興味関心が高い中・高校生に対し、理科・数学等
の複数分野のチーム対抗の競技会を開催し、団体で協力し
て課題に取り組む機会を設け、更なる興味関心の高揚及び
学力の向上を図る。

　理数への興味・関心の高い中高生を対象としたコンテス
トやセミナーを開催し、国際科学オリンピックへの出場を
目指す。

　理科・数学に重点を置いたカリキュラムの開発や大学等
との連携方策について研究する。

（３）科学技術教育の推進

小・中・高等学校の理科教育において、大学等とも連携して子どもたちの科学や自然に対する興味と関

心を高め、豊かな科学的素養を育み、それらの知識や技能を実生活に活用できる力を育てるなど、科学

技術教育の推進を図ります。

《科学技術教育の推進》

（予算額の単位：千円）

○ＳＳＨ指定校を中心に、ＳＳＨの研究成果の普及やサイエンスチャレンジを実施するこ

とにより、理数教育の推進に取り組んでいる。

○「科学オリンピックへの道」では、複数分野での国際科学オリンピック出場を目指し、

物理・化学・生物のセミナーを開催した。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

大学等と連携し
た国際科学コン
テスト参加への
支援

スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）指定校を核とした理数教育の推進

ＳＳＨの成果の普及

国際科学コンテストの指導分野の拡大

物理に加え、化学・生物でも実施
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Ｒ２の取組

訪問型家庭教育支
援推進事業

すこやか育児テレ
ホン事業

予算額

　電話と電子メールで、いつでも、どこからでも気軽に相
談できる体制を整備し、子育てに関する不安や悩みを持つ
親等を支援する。

　家庭教育支援チームを結成し、課題を抱える家庭を訪問
することにより、家庭の孤立化を防ぎ、必要な支援を行う
とともに、必要に応じて関係機関に繋ぐことで家庭の課題
解決を図る。

6,504

400

校種等

　家庭向け教育情報誌「こころのわ」を発行し、本県の教
育に関する情報提供を行い、学校・家庭・地域が一体と
なった教育を推進する。

　11月１日の「おかやま教育の日」から始まる「おかやま
教育週間」(11/１～７)を中心に、県下全域で教育に関す
る様々な取組を展開することにより、教育に関する県民の
意識高揚を図る。

　「親育ち応援学習リーダー養成講座」の修了生や「親育
ち応援学習プログラム」を活用している家庭教育関係者が
一堂に会して研修や交流を行い、ファシリテーターのスキ
ル向上やネットワークの構築を図る。

　家庭教育に関する専門的知識やカウンセリングに関する
知識・技術の習得を目指した講座を実施することで、子育
てサポーターリーダーを養成する。

1,757

－
(運営費で対応)

－
(運営費で対応)

－
(運営費で対応)

予算額内容校種等Ｒ２の取組

家庭向け教育情報
誌「こころのわ」
の発行

「おかやま教育の
日」関連事業

親育ち応援学習
リーダースキル
アップ講座

子育てサポーター
リーダー養成講座

保護者

幼、こ
小、中
中等
高、特

一般

一般

内容

保護者

保護者

３ 家庭・地域の教育力の向上

（１）家庭の教育力を高めることによる、子どもたちの生活習慣と学習習慣の定着

保護者に対して家庭教育に関する情報や学習機会の提供を行うとともに、家庭訪問や電話等による相
談体制の強化に努め、すべての教育の出発点である家庭の教育力を高めることで、子どもたちの規則正
しい生活習慣と学習習慣の定着を図ります。

《家庭教育に関する情報や学習機会の提供》

（予算額の単位：千円）

《家庭教育に関する相談体制の強化》

（予算額の単位：千円）

○ファシリテーターのレベルアップを目指した研修を実施するとともに、市町村での養成

を支援した。

Ｒ１の進捗

○教育と保健福祉との連携・体制整備を推進するため、地域の実態に応じたチームづくり

のポイントや好事例を示したリーフレットを作成し、家庭教育支援チームが全県展開で

きるよう市町村へ普及啓発を図った。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

家庭学習の充実に向けた保護者啓発の推進

「親育ち応援学習プログラム」ファシリテーター（進行役）の養成・スキルアップ

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

家庭教育支援チームの活動推進に向

けた研究

全県展開

好事例の収集・
分析・普及

- 36 -



新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま

生
き
活
き
プ
ラ
ン

第
２
次
岡
山
県
教
育

振
興
基
本
計
画

諸
課
題
に
対
す
る

県
の
支
援
策

新
規
・
拡
充
・
廃
止
事
業

／
学
習
指
導
要
領
改
訂

／
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

施
策
の

概
要

魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進

学
び
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
の
育
成

家
庭
・
地
域
の

教
育
力
の
向
上

規
範
意
識
と
思
い
や
り
の

心
、
健
や
か
な
体
の
育
成

生
涯
学
習
環
境
の
整
備
と

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

資
料
編

（２）地域住民の参画による学校教育支援、家庭教育支援等の取組と推進

地域住民の参画による学校教育支援、放課後等の活動支援、家庭教育支援を効果的に推進し、地域

ぐるみで子どもを健やかに育むとともに、学校・家庭・地域の教育力の向上を図ります。このため、学校と

地域との連絡調整を行うコーディネーターや地域で子育てを支援する人材の発掘・育成に努めます。

《学校教育支援、放課後等の活動支援、家庭教育支援の効果的な推進》

○地域学校協働活動推進員の資質向上を図る講座を実施するとともに、市町村に委嘱を働

きかけた。

○地域学校協働活動の促進を図るため、学校と地域で目指す子ども像の共有や協議の場づ

くりを推進した。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

地域学校協働本部の量的・質的拡充

学校支援地域本

部の全中学校区

への拡充

中核的コーディネーターの育成 市町村での地域学校協働活動推進員の育成促進

中核的コーディネーターの活用促進

放課後子ども教室等のさらなる内容の充実

放課後子ども教室等の全小学校への拡充

事例集による

好事例の普及

市町村での地域学校協働活動推進員の活用促進
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3,000

予算額内容校種等Ｒ２の取組

高等学校でのイン
ターンシップ等の
推進

　各学校で学科の特色や実態に応じたインターンシップや
企業訪問等体験活動の実施を一層推進する。

Ｒ２の取組

社会教育関係団体
による地域パワー
アップ事業

おかやま子ども応
援事業

生きる力応援プラ
ン「夢さがしの
旅」推進事業

ＰＴＡ指導者研修
会

小、中
中等、高
特、一般

幼、こ
小、中
中等
高、特

小、中
中等
保護者

保護者

校種等

　子どもが、最も身近な大人である保護者の職場におい
て、働く姿を見たり仕事等を体験したりすることで、子ど
もたちの勤労観・職業観を育成する。

－
(運営費で対応)

－
(運営費で対応)

　地域住民の参画による地域学校協働活動の取組を推進
し、地域ぐるみで子どもを健やかに育むとともに、学校・
家庭・地域の教育力の向上を図る。

　不登校等で悩む子どもや保護者を対象に、社会教育施設
等を活用した体験活動や交流活動などを通じて、子どもの
自立を支援するとともに学校復帰への足がかりとする。

　ＰＴＡの指導者を対象に、子どもたちを取り巻くスマ
ホ・ネット問題や家庭学習のルールづくり等をテーマに学
習機会を提供することで、学校・家庭・地域が相互に連携
して教育に取り組む体制づくりを目指す。

　小中学校が子どもの育成像を共有した上で地域と連携
し、地域課題解決や地域の特色を生かした魅力づくり等を
行う小中学生の取組を推進し、小学校段階から地域への愛
着や地元貢献意識を育て、将来のおかやま創生を担う人材
の育成を図る。

4,344

63,629

216

予算額内容

1,290

　教育課題や地域課題の解決に向け、社会教育関係団体
が、それぞれの持つ専門性やネットワークを生かして実施
する取組を支援する。

おかやま☆子ども
参観日

おかやま創生小中
学校パワーアップ
事業（再掲）

中等、高

幼、こ
小、中
中等
保護者

小、中

（予算額の単位：千円）

（３）キャリア教育、職業教育の推進

子ども一人ひとりが学業の必要性や意義を実感し、社会の中で自分の役割を果たしながら自分らしい生

き方を実現できるよう、望ましい勤労観や職業観の育成に向け、学校・家庭・企業等が連携したキャリア教

育を推進します。

また、職場体験活動やインターンシップ及び専門高校における職業教育の充実に向け、企業等に対し

て教育活動への積極的な協力や参画を促します。

《キャリア教育の推進》

（予算額の単位：千円）

○小・中学生が地域と連携して地域の特色を生かした魅力づくり等を行う取組を３市町村

に委託し、地域と連携した小中一貫でのキャリア教育の推進を図っている。
○各学校や学科の特色を生かしたキャリア教育の好事例を収集し、Ｗｅｂサイトで情報提

供し、高等学校におけるキャリア教育の推進を図っている。
○就職アドバイザーを活用し、生徒の実態に応じたきめ細かなキャリア教育の支援を行っ
ている。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

公立中学校における職場体験への支援

好事例の収集 全学科展開

公立小学校における職業体験・公立中
学校における起業体験の推進

体験を通じたキャリア教育の取組モデルの普及

地域と連携した小中一貫でのキャリア教育の推進
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産業教育等設備整
備事業

高 　産業教育振興法に基づき、県立高等学校の産業教育設備
の整備充実を図る。

109,424

高校生と県内企業
の交流推進事業

中等、高 　進学希望の県立高校生等を対象に、県内企業と交流する
場として、企業説明会や企業体験バスツアーを設定し、将
来の地元定着やＵターン就職を推進する。

7,133

26,140高校エキスパート
活用事業

予算額内容校種等Ｒ２の取組

1,003

中等、高 6,289高校生就職アドバ
イザー配置事業

高校生のための
ジョブフェア

　林業、建築、商品開発等（アイデア等の提案を含む）の
学習を行う県立高等学校等の生徒が、県産森林認証材を活
用した商品開発や、小中学生等を対象としたものづくり教
室を行うことで、県民が県産森林認証材に触れる機会を創
出するとともに、県産森林認証材のＰＲにつなげる。

　高等学校等の日頃の学習成果を総合的に発表する場を通
じて、高校生の学ぶ目的意識を明確にすることで、社会
的・職業的自立のために必要な能力を身に付けさせる。
　また、広く県民に対して高等学校等の取組や学科の特色
について周知を図る。

　高等学校において、工業、農業、語学、情報機器、理数
等について専門的な知識や技能を有する民間企業や地域の
人材、外国人講師等の人材を配置し、最先端の技術や知識
を学習する機会を提供し、専門性の向上を図る。
　また、特別支援学校において、高等部の生徒を、言語聴
覚士等の立場から支援できる人材を配置し、様々なニーズ
への対応を図る。

高校生キャリア教
育フェア

781

2,827

「森林（もり）の
担い手」育成事業

高 　林業関連の学習を行う県立高等学校の生徒等を対象に、
林業就業に向けた高度な技術実習等と、林業大学校や林業
関係の先進地への視察を行い、将来における林業の担い手
育成に資する。

2,028

　拠点校に外部支援員(就職アドバイザー)を配置し、地域
内の求人開拓・就職指導・定着指導等のキャリア教育の支
援を行う。

　岡山労働局等と連携して、採用意欲のある企業の参加を
募り、合同の説明会を開催し、就職を希望する生徒に、働
くことの意義などを考えさせ、望ましい職業意識を身に付
けさせる。

内容 予算額

高校生発！「木の
ぬくもり実感」事
業

高、特

中等、高
特

高、特

Ｒ２の取組 校種等

中等、高
特

《職業教育の推進》

（予算額の単位：千円）

○ ｢働く若者サポートガイド｣を活用し、正しい勤労観、職業観の育成に取り組んでいる。

○技術顕彰を実施し、専門的な知識・技術の習得を図っている。

Ｒ１の進捗

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

キャリア意識・離職状況の調査、分析 進路指導主事研修講座等での離職防止に向けた指導の徹底
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幼、こ
小、中
中等、高

1,725

予算額内容校種等Ｒ２の取組

　道徳の指導方法の工夫、教科書や教材の活用の在り方、
評価等に関する研修会を開催するとともに、郷土の偉人に
関する授業パッケージを作成する。

道徳教育総合支援
事業(再掲)

４ 規範意識と思いやりの心、健やかな体の育成

（１）道徳教育の充実による規範意識の確立

子どもたちの規範意識や人間関係構築力、自尊感情を高め、豊かな情操を育むため、学校教育全体を

通じて、さまざまな体験活動等を交えながら道徳教育の充実を図るとともに、学校・家庭・地域が一体と

なった取組を推進します。さらに、道徳の教科化に対応し、指導方法や指導体制等に関する実践的な研

究を通して道徳の授業改善を進め、その成果の普及に努めます。

《道徳教育の充実》

（予算額の単位：千円）

《体験活動の推進》

○中学校での「特別の教科 道徳」の全面実施に伴い、拠点校において道徳の授業充実を図

り、授業公開等を通じて、地域の授業改善を図っている。（再掲）

Ｒ１の進捗

○小学校長期宿泊体験活動について、モデルプログラムや実施上の工夫等をまとめた事例集

の各学校への普及を図った。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

小学生長期宿泊体験活動実施校の支援

公立中学校における職場体験

への支援（再掲）
体験を通じたキャリア教育の取組モデルの普及（再掲）

モデル事業の成果の普及

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

道徳教育副読本

の作成（再掲）

道徳教育副読本の活用促進（再掲）

授業での実践から得ら

れた好事例の共有

道徳の教科化に対応した研修の実施
⇒ 優れた人材の確保等(P.19)参照

特別の教科道徳の実施

教科書研究や、評価方法等について
の研修の実施

小学校における教科化

中学校における教科化

学校教育での論語の活用促進

論語学習研修会の実施 取組事例の情報収集・普及
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内容 予算額

　問題行動が見え始めた学校に対して、警察ＯＢと教員Ｏ
Ｂのペアによる集中指導員等を早期に一定期間継続的に派
遣するなど、指導体制の強化を図るとともに、授業エス
ケープ等が見られる児童生徒の教室復帰に向けた学習支援
等を行う別室指導支援員を一定期間配置する。

　生徒指導上の課題解決に向け、生徒指導推進大会で効果
的な対応等について協議し、県内への普及を図る。
　スマホ・ネット問題について、スマホサミット開催等の
児童生徒や保護者の主体的な取組の促進や成果発表等によ
り、スマホ等の適正利用を推進する。

小、中
中等
高、特

　教職員を対象とした自殺予防教育に係る講座の開催によ
り、教職員の自殺予防に関する理解の促進及び実践力の向
上を推進し、児童生徒自身の自殺等の危機を乗り越える力
の養成を図り、いじめ・不登校等の未然防止や自殺等の予
防につなげる。

384

小、中
中等
高、特

　児童生徒が自他を大切にする心を身に付けることができ
るよう、いじめや自殺の問題に直面した当事者や関係者等
によるいじめの重大さや命の尊重等に関する出前授業を実
施し、いじめ、不登校などの問題行動や自殺等の未然防止
を図る。

1,959

中、中等
高、特

　アプリを利用した匿名によるいじめ等の相談・報告シス
テムを全県立学校で活用し、当事者やいじめを見かけた生
徒が安心して相談できる体制を構築する。

12,184

Ｒ２の取組 校種等

自殺予防教育推進
事業

心と命のサポート
事業

アプリを利用した
匿名によるいじめ
等の相談・報告シ
ステム活用事業

小、中
中等

小、中
中等
高、特

スクールカウンセ
ラー（ＳＣ）配置
事業(再掲)

いじめ防止対策等
総合推進事業(再
掲)

3,293

9,636

145,489小、中
中等、高

生徒指導上の課題
解決に向けた効果
的な対応策普及促
進事業

予算額

小、中
中等、高
保護者

校種等Ｒ２の取組

　公立全小中学校（岡山市立を除く）にＳＣを配置し、子
どもたちの心のケアや教員研修を実施する。また、スー
パーバイザー（ＳＶ）による指導助言、全体研修等を実施
し、ＳＣの対応力の強化を図る。

　ネットパトロールの実施や児童生徒による未然防止の取
組の普及啓発、問題行動等の課題の大きい学校に対する警
察と連携協力した指導助言等を行い、県の基本方針に基づ
く、いじめ問題への対策を総合的かつ効果的に推進する。

学級崩壊等早期対
応事業(再掲)

48,690

内容

《関係機関との連携》

（予算額の単位：千円）

○警察等の関係機関と連携し、学校内外での問題行動への指導・対応とともに、非行防止教

室、あいさつ運動、学校周辺パトロールや地域の行事等での補導活動を推進している。

○スクールカウンセラー(ＳＣ)を全校に配置するとともに、スクールソーシャルワーカー

（ＳＳＷ）の学校への巡回訪問を実施するなど、問題行動等の未然防止、早期対応、チー

ム対応に向け、専門家との連携の充実を図った。（再掲）

Ｒ１の進捗

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

警察（学校警察連絡室等）、児童相談所、少年保護関係機関等との連携

専門家（スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等）の活用による困難事例を中心とした課題の解消（再掲）

未然防止・早期対応の一層の強化（再掲）
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Ｒ２の取組 校種等 内容 予算額

内容

164,608

　ＳＳＷが幼稚園等を巡回訪問し、保健福祉部局等と連携
しながら就学前の子どもと家庭への支援を行う取組を２市
町村で実施し、問題行動等の未然防止を図る。

14,550

14,643

17,172　いじめや不登校の問題など、児童生徒や保護者等からの
相談に適切に対応するため、青少年総合相談センター・総
合教育センターへの相談室の設置により、電話相談への24
時間対応や面談で相談に応じる体制を整備する。

予算額

小、中
中等、高

Ｒ２の取組

教育相談体制の整
備

　公立全小中高等学校（岡山市立を除く）を担当ＳＳＷが
巡回し、関係機関等と連携しながら児童生徒の背景要因へ
の支援を行い、問題行動等の解決を図る。また、ＳＶによ
る指導助言や全体研修等を実施し、ＳＳＷの対応力の強化
を図る。

スクールソーシャ
ルワーカー(ＳＳ
Ｗ)を活用した行
動連携推進事業
(再掲)

就学前からのス
クールソーシャル
ワーカー（ＳＳ
Ｗ）活用実践研究
事業（再掲）

保、幼
こ、教委

校種等

小、中
中等
高、特

思春期サポート事
業（再掲）

中等、高
保護者

　全県立高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に対
し、専門家による生徒・保護者へのカウンセリング、教職
員への助言・研修、心理教育等の実施を支援し、高等学校
の教育相談力の向上を図る。
【拡充内容】年18回→年19回

（３）インターネット等青少年を取り巻く問題への対応

青少年を良好な生活環境の下で育むため、有害図書の指定、スマホ・ネット問題対策の推進や関係事

業者への立入調査等を実施するとともに、地域住民や関係機関・団体が一体となった、県民総ぐるみの運

動を展開し、青少年の健全育成や非行防止を図ります。

特に、スマホ・ネット問題について、情報モラル教育を充実するとともに、スマホ等の使用時間の制限など

利用に関する適切なルールづくりやフィルタリング機能の活用についての児童生徒の主体的な取組の促

進や家庭・地域等への啓発を行うなど、ネット上のいじめや依存等から子どもを守る取組を強化します。

《青少年の健全育成等の推進》

（予算額の単位：千円）

○警察等の関係機関と連携し、学校内外での問題行動への指導・対応とともに、非行防止

教室、あいさつ運動、学校周辺パトロールや地域の行事等での補導活動を推進している。

（再掲）

Ｒ１の進捗

拡充

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

青少年健全育成条例に基づく立入調査

広域補導活動の促進

青少年総合相談センターの相談体制の充実

子ども・若者支援地域協議会の市町村への設置促進

岡山県青少年健全育成審議会の開催
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校種等 予算額内容

3,293　生徒指導上の課題解決に向け、生徒指導推進大会で効果
的な対応等について協議し、県内への普及を図る。
　スマホ・ネット問題について、スマホサミット開催等の
児童生徒や保護者の主体的な取組の促進や成果発表等によ
り、スマホ等の適正利用を推進する。

生徒指導上の課題
解決に向けた効果
的な対応策普及促
進事業(再掲)

小、中
中等、高
保護者

Ｒ２の取組

《スマホ・ネット問題への対応》

（４）郷土愛の醸成

自然、歴史・伝統、民俗・文化、人物など地域の特性に根ざした学習を学校の教育活動全体を通じて行

うとともに、文化・スポーツ等の体験活動を通して、子どもたちが生まれ育った地域への理解を深めることに

より、郷土愛の醸成を図り、郷土岡山の活力を生み出す人材の育成につなげます。

《地域への理解を深める教育の推進》

（予算額の単位：千円）

○スマホサミットを開催し、スマホ等の正しい利用に向けた児童生徒や保護者の主体的な取

組の促進・普及を全県で推進している。（再掲）

○ネット依存の研究については、Ｈ29年度に作成・配付した、依存状態を判断するひとつの

目安となるチェックシートとその活用マニュアルを普及するとともに、各学校での実施と

実態把握を働きかけ、ネット依存の未然防止・早期対応につながる取組を促進した。

○ＰＴＡ研修等において、子ども安全安心ネットサポーターの活用促進を図った。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

青少年によるインターネットの適切な利用に関する条例に基づく立入調査

青少年健全育成促進アドバイザーによる保護者等への啓発

携帯電話事業者との連携の充実

中核となる教員の養成と校内研修パッ
ケージの研究と作成

ネット上のいじめやトラブル、ネット依

存等の研究（集中的な取組）

全県への取組の普及・定着

子ども安全安心ネットサポーターの

養成
子ども安全安心ネットサポーターの活用促進

校内研修の充実

児童会・生徒会の主体的な活動の促進（集中的な取組）

スマホサミットの開催や生徒指導推進大会での取組成果発表などの実施による好事例の普及

ネット依存チェックシートの活用

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

文化財の公開・活用の充実と文化財保護・継承活動の担い手育成の促進

郷土の文化遺産を
紹介するガイドブッ
クやHPの作成・普
及

県内の民俗芸能を紹介するガイドブックの作成・普及
ガイドブックの活用促進並びに民俗芸能大会
の開催

道徳教育副読本

の作成（再掲）

道徳教育副読本の活用促進（再掲）

授業での実践から得ら

れた好事例の共有

学校教育での論語の活用促進（再掲）

論語学習研修会の実施（再掲） 取組事例の情報収集・普及（再掲）
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　全ての県立高等学校及び県立中等教育学校後期課程にお
いて、教育活動に位置づけた社会貢献活動を計画・実施す
ることで、道徳性・社会性の育成を図る。

予算額

-
(運営費で対応)

中等、高

内容

300

　小中学校が子どもの育成像を共有した上で地域と連携
し、地域課題解決や地域の特色を生かした魅力づくり等を
行う小中学生の取組を推進し、小学校段階から地域への愛
着や地元貢献意識を育て、将来のおかやま創生を担う人材
の育成を図る。

Ｒ２の取組

-
(運営費で対応)

予算額内容

1,725

3,000

幼、こ
小、中
中等、高

小、中
中等
高、特

高等学校における
社会貢献活動の推
進

校種等

校種等

一般
子ども

小、中

Ｒ２の取組

県立博物館の出前
講座

みんなで楽しも
う！民俗芸能

道徳教育総合支援
事業(再掲)

　学芸員が学校に出向き、実物資料をもとに授業を行う
「出前授業」を実施し、岡山の歴史や文化への関心を高
め、授業内容の理解を深める。

　県内各地に伝わる民俗芸能の保存伝承を図るため、子ど
もを中心とした民俗芸能団体等の発表の場を設け、県民の
郷土の歴史・伝統、芸能などに対する理解と関心を一層深
める。

おかやま創生小中
学校パワーアップ
事業（再掲）

　道徳の指導方法の工夫、教科書や教材の活用の在り方、
評価等に関する研修会を開催するとともに、郷土の偉人に
関する授業パッケージを作成する。

（予算額の単位：千円）

（５）より良い社会づくりに参画する人材の育成

学校におけるボランティア教育や主権者教育を推進するとともに、子どもたちの社会貢献活動への一層

の理解と参加を促進し、人の役に立ち、人に感謝される体験を通して、社会の一員としてより良い社会づく

りに積極的に参画していこうとする人材の育成を図ります。

《ボランティア教育の推進》

（予算額の単位：千円）

○中学校での「特別の教科 道徳」の全面実施に伴い、拠点校において道徳の授業充実を図り、

授業公開等を通じて、地域の授業改善を図っている。（再掲）

○次世代への継承が課題である民俗芸能をテーマとしたガイドブックを作成し、継承に向け

た機運の醸成を図った。

○県立博物館等で歴史や文化を体感できる様々な体験学習を実施し、教育普及活動や学校教

育との連携の充実を図った。

Ｒ１の進捗

○保幼小中と連携した「社会貢献活動」実践事例の普及を行った。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

保幼小中と連携
した社会貢献活
動の好事例の収
集

保幼小中と連携

した社会貢献活

動の好事例の普

及

全県展開

新規
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-
(運営費で対応)

保、幼
こ

小、中
中等
高、特

　クラス等のグループ単位で様々な運動に楽しみながら挑
戦し、記録をホームページ上で競うことで、園児・児童生
徒の運動の習慣化を図る。

チャレンジランキ
ング

予算額内容校種等

予算額内容校種等

　投票行動が一過性の関心に留まらないように、地域の課
題等を自らの問題として捉え、主体的にその解決に取り組
む学習をより積極的に行い、主権者としての自覚を持たせ
る取組を継続的・計画的に実施する。

小、中
中等、高

-
(運営費で対応)

Ｒ２の取組

Ｒ２の取組

小学校体育等充実
プログラム

小、中
中等、特

　体育の授業力向上に取り組む小学校３校程度を体育授業
力アップモデル校として指定し、体育主任を中心にカリ
キュラムマネジメントやアスリート・外部指導者の活用に
よる授業改善等に取り組む。
　また、新体力テストの８種目の中から、自分が記録を伸
ばしたい２種目を選んで自己記録更新を目指すことによ
り、児童の体力向上への意欲を高める「体力アップ・マイ
ベストチャレンジ！」に取り組み、自己記録更新に向けて
一人ひとりが具体的な取組を行うことにより、運動習慣の
定着を図る。

3,500

主権者教育の推進

《主権者教育の推進》

（６）健やかな体の育成

《学校体育の充実》

（予算額の単位：千円）

（予算額の単位：千円）

○国の副教材や研究推進委員会の研究成果である実践事例集を活用し、各校では選挙管理委

員会等と連携した模擬選挙や模擬議会などの実践的な活動や、新聞記事の活用、生徒会に

よる投票の呼び掛け、選挙の基本的な留意事項を示したチラシの配付等の取組を実施した。

Ｒ１の進捗

○チャレンジランキング参加校園の割合は、やや伸び悩んでいるが、総運動時間数のチェッ

クシートの活用は、各校で進んできている。

○内閣官房オリパラ事務局が実施するbeyond2020マイベストプログラムの認証を受けた「体

力アップ・マイベストチャレンジ！」の参加校の募集を開始した。

Ｒ１の進捗

学校での体育の充実を図るとともに、健康教育や食育の推進を通して子どもたちが望ましい生活習慣

を身に付けることにより、生涯にわたりたくましく生きるための健康・体力づくりを推進します。また、子ども

の体力向上への意欲を高めるとともに、スポーツを通じて、規範意識や豊かなコミュニケーション能力、人

間関係を築く力を醸成します。

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

選挙管理委員会等と連携した主権者教育の取組

好事例集作成・普及

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

チャレンジランキングの参加促進・総運動時間数のチェックシート活用の促進

体力アッププログラムの活用普及、ラジオ体操の実施促進

小学校体育の授業改善の研究

「体力アップ・マイベストチャレンジ！」の実施

新規
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人権教育指導者養
成講座

市町村情報提供・
連絡事業

ＰＴＡ指導者人権
教育研修会

教委
市町村等

教委

435

92

2,394

予算額内容校種等

　児童相談所、ＮＰＯ等との協働により、教職員の児童虐
待対応力向上のための専門的な研修を実施し、学校におけ
る児童虐待への対応力の向上を図る。

岡山市を除く公立幼こ小中高校等各１校（園）を選考し、
各校で人権課題を明確にし、ＳＶを招聘し、拠点校で指導
案作成支援や授業公開等を行う。（人権学習充実拠点校の
指定等）
【拡充内容】人権学習充実拠点校　３校園→４校園

143

1,387

中、中等
高、特

幼、こ
小、中
中等、高
特

　様々な人権問題の解決に向けて、深い認識と実践力を
もった指導者を養成する講座を実施するとともに、その修
了者を対象にしたスキルアップ講座を開講することで、人
権問題相互の関連を図り、自らの課題として日常生活の中
に生かせる人権感覚を身に付けるための教育・啓発活動を
推進する。

　市町村教育委員会人権教育担当者等を対象とした連絡会
を実施し、人権教育講師バンクに講師情報を登録し、Ｗｅ
ｂページ上で公開するなど、市町村への適切な情報提供を
図る。

　ＰＴＡの指導者を対象に、人権問題についての理解と認
識を深めるため、人権に関する講演や実践発表、ワーク
ショップ等の研修会を実施し、ＰＴＡ指導者としての資質
の向上を図る。

小、中
中等
高、特

Ｒ２の取組 校種等 内容 予算額

1,480

-
(運営費で対応)

保、幼
こ

小、中
中等、高
特、教委

小、中
中等、高
特、教委

　人権教育を進める際に参考となる指導資料の活用等を促
進するとともに、様々な人権問題に関する啓発視聴覚教材
を整備し、学校・地域における人権教育の推進に資する。

　人権教育を総合的に推進するための基礎資料とするた
め、市町村及び学校における人権教育推進の状況を把握す
る。（人権教育推進状況報告書）

　自他の生命及び個人の尊厳等を尊重する教育を充実さ
せ、児童生徒の人権尊重への理解や人権感覚の育成を図る
とともに、心理検査を活用し一人一人が尊重され、意欲的
に学習や活動に取り組むことができる学校づくりを推進す
る。また、県立学校における教職員の資質能力と指導力の
向上を図る。

保護者

Ｒ２の取組

県立学校等児童虐
待対応研修

人権学習充実拠点
校事業

指導資料整備事業

人権教育活動調査

県立学校人権教育
サポート事業

12,604中、中等
高、特

研究調査事業 　人権教育に関する実践的研究や教材、資料及び学習プロ
グラムの開発等を行う。

2,225

《家庭・地域における人権教育の推進》

（予算額の単位：千円）

○子どもの人権感覚の育成に果たす保護者の役割が重要であることから、保護者が様々な人

権問題についての理解を深め人権意識の高揚を図ることができるよう、ＰＴＡ指導者を対

象した研修を行い、その資質向上を図った。
○市町村の指導者の養成については、養成講座の修了者数の増加に向けて、引き続き受講者
確保に向けて募集方法を工夫するとともに内容の充実を図る。

Ｒ１の進捗

拡充

（予算額の単位：千円）

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

PTA研修の実施

市町村の指導者の養成と各種情報提供

- 49 -



新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま

生
き
活
き
プ
ラ
ン

第
２
次
岡
山
県
教
育

振
興
基
本
計
画

諸
課
題
に
対
す
る

県
の
支
援
策

新
規
・
拡
充
・
廃
止
事
業

／
学
習
指
導
要
領
改
訂

／
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

施
策
の

概
要

魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
の
推
進

学
び
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
の
育
成

家
庭
・
地
域
の

教
育
力
の
向
上

規
範
意
識
と
思
い
や
り
の

心
、
健
や
か
な
体
の
育
成

生
涯
学
習
環
境
の
整
備
と

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

資
料
編

市町村等 140

みんな集まれ！社
会教育宿泊研修

社会教育実践専門
講座

生涯学習・社会教
育関係職員研修講
座

若者発！まちプロ

一般
市町村等

一般
市町村等

343

243

454

389

300

予算額内容校種等

大学生等

一般

Ｒ２の取組

　県立図書館の特色である主題別６部門の専門性を生か
し、関係機関等と連携して様々なテーマで特色ある講座を
開催することで、県民の課題解決を支援するとともに、図
書館活用の拡大を図る。

　明日の地域づくりのパートナーとなる中高生を対象に、
学校では得られない様々な体験活動を通じて友情やその見
聞を深め、異年齢集団の中のリーダーとしての自覚を持た
せる指導者養成事業を実施する。

県立図書館とこと
ん部門活用講座

470

次世代指導者養成
事業

中、中等
高

若者と「つなが
る」事業

一般 　今若者がおかれている現状･課題についての理解を深め
るとともに、若者との関わり方等について考え、実際に高
校生と関わる活動を通して､地域社会の中で若者支援に携
わったり､広めたりしていこうとする人材の育成を図る。

　事業の重要な要素となるコーディネートやファシリテー
ションに焦点を当て、事業推進のキーパーソンとしての意
識や能力の向上を図る。また、生涯学習・社会教育関係者
のネットワークづくりを図る。

　地域課題の解決に向け、テーマを絞った専門的かつ実践
的な研修を行い、生涯学習・社会教育による地域社会づく
りの推進に必要な資質の向上を図る。

　県内市町村の生涯学習・社会教育関係職員等を対象に、
地域課題の把握や解決方法を得るために必要な知識・技能
習得に向けた研修会を開催し、豊かな地域社会づくりの中
核的役割を担う職員等の育成を図る。

　県内の地域づくりの第一線で活躍している方のところへ
インターンに行き､実践型研修を通して､自らの思いを社会
の中で実現させるための自主性・行動力を身につけること
で､それぞれの地域や学校で活躍する人材の育成を図る｡

５ 生涯学習環境の整備と文化・スポーツの振興

（１）生涯学習活動の推進

県民一人ひとりが、生涯にわたって自らの興味や関心に基づき、さまざまな学習活動に取り組むこと

ができるよう、多様な学習機会や情報の提供などの充実を図ります。

さらに、学びを生かした地域活動への参画を通して、より良い地域社会を形成し、郷土岡山の発展を

支えることができるよう、学習成果の活用に向けた取組の充実を図ります。

また、県生涯学習センターを中心に、公民館やNPOなど、多様な主体との連携・協働を進めるとともに、

県立図書館と市町村立図書館のネットワークの充実等を図ることにより、生涯学習活動を支援する環境

づくりを推進します。

《学習成果の活用とより良い地域社会の形成》

（予算額の単位：千円）

○より実践的な研修内容とし、地域コーディネーターの育成数増加を図った。

○中高生が地域課題の解決やまちづくりに積極的に参画できるよう、まちづくり部局と連

携した事業を実施し、好事例の普及を図った。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

地域コーディネーターの育成

地域に関する学習機会の拡充

持続可能な地域づくりを担う人材の育成

全県展開
若者の公民館
活動支援 中高生が地域課題の解決やまちづくりに積極的に参画

できるような活躍の場を創出

全県展開・好事例の普及
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青年の家運営

社会教育に関する
調査研究

11,669岡山県公立図書館
ネットワーク構築
事業

図書館職員等研修
講座

図書資料の整備

「県立図書館フェ
スタ」事業

47,133

1,295

5,475

5,827

250

330

99,568

618

　図書館関係職員に必要な専門的な知識・技術について研
修を行い、力量を高め、全県的な図書館サービスの向上を
図る。

　県民の資料要求に応えるとともに、市町村立図書館の
サービス活動を支援するため、児童図書を全点購入するな
ど新刊図書を整備する。

　県民が読書に親しむきっかけづくりとして、講演会や公
開講座、企画展示等を行い、読書活動の推進を図る。

　学校教育との連携により、創造性豊かな人材を育成する
とともに、幅広い世代の体験・交流を生み出す場を提供す
ることで、県民の科学に対する興味・関心、知的探究心等
を高め、豊かな科学的素養を育む。

　県生涯学習情報提供システム「ぱるネット岡山」の充実
を図り、県民の生涯学習を支援する。

　ＪＡＸＡと連携して、｢宇宙」を素材とした教職員対象
の研修、子ども・親子対象の学習プログラム、指定校にお
ける特別授業等を展開し、子どもたちの科学や自然に対す
る興味・関心を高め、豊かな科学的素養を育む。

内容校種等Ｒ２の取組 予算額

－
(運営費で対応)

202,079

　主催講座では、県立文化・社会教育施設８施設と連携
し、子どもたちが各施設で主体的に学んでいく講座「きっ
ず☆ユニバ」を開設する。連携講座では、県や大学等が行
う多様な学習講座を体系化し、総合的な学習機会を提供す
る。

人と科学の未来館
サイピアの運営

一般

子ども
教職員
一般

一般

「ぱるネット岡
山」による情報提
供

ＪＡＸＡ(宇宙航
空研究開発機構)
との連携事業

岡山県生涯学習大
学事業(再掲)

一般

一般

　心身ともに健全な青少年の育成を図るため、県渋川青年
の家及び県青少年教育センター閑谷学校において指定管理
者制度による、民間のノウハウを活用したプログラムを提
供することにより、自然体験活動の充実を図る。

　社会教育に関する現代的な課題等について調査研究を行
い、その成果や実践例・学習プログラム等を市町村や関係
団体等に普及するとともに、次年度以降の研修や施策にも
反映させる。

公民館等を活用し
た夜間学び直し推
進事業

一般 　公民館等を活用し、小学校及び中学校レベルの内容を学
び直しできる場の提供をモデル事業として市町村及び県生
涯学習センターで実施する。

小、中
中等
高、特
一般

一般

一般
子ども

図書館
職員等

一般
子ども

　市町村立図書館等と連携・協力しながら、資料の検索や
搬送（週２回）を充実させるとともに、高等学校図書館等
への搬送事業（週１回）を実施するなど、全県域を対象と
した図書館サービスの向上を図る。

《生涯学習活動を支援する環境づくり》

（予算額の単位：千円）

○「ぱるネット岡山」では、講座・イベント、団体、講師等や「おかやま子ども応援人材

バンク」の情報等、最新の生涯学習情報を提供するとともに、視聴覚教材のインター

ネット貸出予約を実施した。

○市町村立図書館と連携・協力し、H30年度に続き県立図書館ホームページでの予約による

市町村立学校への協力貸出を試行的に実施した。

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

多様な主体と連携した生涯学習大学の充実（県生涯学習センター）

ぱるネットで提供する学習情報等の充実（県生涯学習センター）

市町村立図書館の支援や図書館ネットワークの推進（県立図書館）
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国際文化交流事業

高等学校総合文化
祭　等

－
(国費)

文化芸術による子
供育成総合事業

演劇・音楽公演

校種等Ｒ２の取組 予算額

1,675

　県内の学校等において、演劇公演や室内楽・オーケスト
ラ公演を実施し、児童生徒に優れた芸術・文化に直接触れ
る機会を提供する。

小、中
中等
高、特

小、中
中等
高、特

　子どもたちが、芸術文化団体等による実演指導、ワーク
ショップや団体等との共演に参加し、優れた舞台芸術に身
近に触れる機会を提供する。

内容

4,693

4,929

中等、高

中、中等
高

　芸術・文化活動に取り組んでいる外国の高校生を招聘し
て、文化活動の交流を行うことで、文化振興に寄与すると
ともに、相手国理解や親善を図る。

　他県との発表・交流の場である全国高等学校総合文化祭
への派遣等を行い、芸術文化活動の発展を図るとともに、
情操豊かな子どもたちの育成を図る。

（２）文化創造活動の振興と文化財の保存・活用

県立美術館や天神山文化プラザ等の文化施設の利用促進や充実に努めるとともに、文化団体等の

活動を支援することにより、県民の文化創造活動の振興を図ります。

新たな創造活動の活性化と地域のにぎわい創出を促進するよう、地域住民やまちづくりに取り組む団

体、芸術家等との協働による文化の力を活用した地域づくりを推進するとともに、将来の地域文化の担

い手を育成します。

また、子どもたちをはじめ、より多くの県民が郷土の文化遺産に触れ、学び、親しむことができる機会

の充実に努め、その着実な保存・継承と積極的な活用を図ります。

《文化に親しむ環境づくり》

（予算額の単位：千円）

《文化財の保存・活用》

○県内の学校に対し、スクールコンサートや青少年劇場巡回公演など、学校文化活動への

支援事業を実施した。

○学校文化活動の成果発表の場である、第43回岡山県高等学校総合文化祭や第24回岡山県

中学校文化連盟生徒作品・表現活動発表会が開催され、経費の補助を行った。

Ｒ１の進捗

○文化財の保存修理への支援や、中世城館跡の総合調査、おかやまの文化財一斉公開事業

の実施により、貴重な文化財の次世代への継承と文化財に親しむ機会の充実を図った。

○次世代への継承が課題である民俗芸能をテーマとしたガイドブックを作成し、継承に向

け機運の醸成を図った。（再掲）

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

特色ある文化資源の掘り起こし

文化による地域のにぎわいの創出

若手芸術家の育成

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

文化財の保存・継承と地域づくり等の推進

文化財の公開・活用の充実と文化財保護・継承活動の担い手育成の促進（再掲）

郷土の文化遺産

を紹介するガイド
ブックやHPの作

成・普及(再掲)

県内の民俗芸能を紹介するガイドブックの作成・普及
（再掲）

ガイドブックの活用促進並びに民俗芸能大会の
開催（再掲）
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無形文化財支援事
業

「吉備路の歴史遺
産」魅力発信事業

一般 　こうもり塚古墳等の保存活用計画を作成するとともに、
調査研究及び活用等を進める。

11,847

閑谷学校創学350
年記念事業

一般
子ども

　閑谷学校の創学350年を記念して、記念式典や関連行事
等を開催する。

1,934

一般

1,089

67,127

予算額内容校種等

一般

一般

　無形文化財の「わざ」の伝承を推進するとともに、技術
保持者相互の交流を図るため、各分野ごと及び分野を横断
した研修会を実施する。

Ｒ２の取組

埋蔵文化財公開活
用事業

おかやまの文化財
一斉公開事業

文化財保護保存事
業

一般
子ども

　県内各地に伝わる民俗芸能の保存伝承を図るため、子ど
もを中心とした民俗芸能団体等の発表の場を設け、県民の
郷土の歴史・伝統、芸能などに対する理解と関心を一層深
める。

　埋蔵文化財の普及・啓発を行う。
　・子ども体験教室　土器作り体験
　・津島遺跡まつり　火起こし、勾玉づくり　他
　・夏休み企画☆ワクワク古代体験　勾玉づくり、
　　鏡づくり　他

一般
子ども

　県内各地で、通常は公開されていない文化財の公開や、
文化財を活用した関連行事が行われるよう働きかけ、その
周知を図ることにより、文化財の活用を一層促進し、広く
県民の文化財への理解と関心を深める。

　国・県指定文化財の保存・活用に要する経費の一部を補
助する。
林家住宅保存活用（美作市）、井上家住宅保存活用(倉敷
市）他

県立博物館の出前
講座(再掲)

小、中
中等
高、特

　学芸員が学校に出向き、実物資料をもとに授業を行う
「出前授業」を実施し、岡山の歴史や文化への関心を高
め、授業内容の理解を深める。

－
(運営費で対応)

300

2,000

みんなで楽しも
う！民俗芸能（再
掲）

200

Ｒ２の取組 校種等 内容 予算額

《県立博物館の機能充実》

（予算額の単位：千円）

（予算額の単位：千円）

○江戸時代の旅の姿及び岡山ならではの日蓮宗の歴史や美術工芸品並びに備前焼と茶道具

との取り合わせの魅力を紹介する展覧会、愛媛県との交流展等の開催を通して、地域の

歴史や文化を物語る文化財を公開し、その魅力の発信に努めた。

○県立博物館等で歴史や文化を体感できる様々な体験学習を実施し、教育普及活動や学校

教育との連携の充実を図った。（再掲）

Ｒ１の進捗

Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

展示・公開等の充実による歴史文化の発信

教育普及活動、学校教育との連携等の充実

耐震補強等改修工事の実施

新規

新規

新規

新規
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スケジュール

H29 H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

小
中
高

周知・徹底

周知・徹底

移 行 期 間

移 行 期 間

全面実施

全面実施

周知・徹底 移 行 期 間 年次進行で実施

○ プログラミング教育

新学習指導要領には、「社会に開かれた教育課程の実現が重要となる」と明記されており、更なる地域との連携・協働が求められます。

スケジュール
H29 H30 Ｒ１ Ｒ２

小５・６外国語活動

全国調査(４技能)

小
中

Ｒ３

小５・６外国語活動

（移行措置：５０時間以上）

小３・４外国語活動

（移行措置：１５時間以上）

小５・６教科化（７０時間）

小３・４外国語活動（３５時間）

○ 英語教育

・道徳授業充実のための拠点校事業（中）：授業公開による実践力の向上や、実践の収集、好事例の普及を行う

・道徳指導力向上研修会（小・中）：道徳の教科書等の活用の在り方、評価等に関する研修を全校の代表教員に実施する

対応事業（主なもの）

・プログラミング研修講座（小）：指導法の研修を行い、受講した代表教員が各市町村で伝達研修を実施する

・プログラミング体験研修（小）：岡山大学との共催による初心者を対象にしたプログラミング体験を行う

対応事業（主なもの）

各教科等でプログラミング教育を実施

小

スケジュール

特別の教科「道徳」 （教科化）

特別の教科「道徳」（教科化）

小
中

○ 道徳教育

・おかやま創生 小中学校パワーアップ事業

（P.22、 P.38、P.45）

・コミュニティスクール推進体制構築事業(P.22、 P.24)

・学校における「地域連携担当」の活動推進（P.22、P.24）

・ 【拡】高等学校魅力化推進事業（P.24）

対応事業（主なもの）
・おかやま創生 高校パワーアップ事業（P.24）

・おかやま子ども応援人材バンク（P.29）

・ 【新】岡山版ワールド・ワイド・ラーニングコンソーシアム

構築支援事業（P.34）

・岡山型スーパーグローバルハイスクール(P.34)

・おかやま子ども応援事業（P.38）

・生徒の発信力強化のための英語指導力向上事業

（Ｐ.34）

・英語教員指導力向上事業（Ｐ.34）

対応事業（主なもの）

・外国語教育指導強化対策事業（Ｐ.34）

・英語力向上ICT教材活用事業（P.34）

☆ 学習指導要領の改訂に関するスケジュール

※ 各校種において、学習指導要領改訂に対応するための悉皆の教員研修を実施

○ 社会に開かれた教育課程（地域との連携・協働）

☆ 学習指導要領改訂への対応

学 習 指 導 要 領 改 訂 へ の 対 応

H29 H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

H29 H30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
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ＧＩＧＡ ス ク ー ル 構 想 の 実 現

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

５
か
年計
画

端
末

小学校

地方財政措置を活用した各自治体での整備

＜３クラスに１クラス分＞

１人１台端末
の整備

≪小３・小４≫

１人１台端末の整備

≪小５ ・ 小６≫

一
人
一
台
の
端
末
か
ら
個
人
の
教
育
デ
ー
タ
を
収
集
、
分
析
し
、
最
適
な
結
果
を

一
人
ひ
と
り
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現

➢ 整備状況の地域差が顕著であることを踏まえ、全国一律のＩＣＴ環境整備を図るため、国において

児童生徒１人１台の端末と、高速大容量の校内通信ネットワークを一体的に整備する令和元年度

補正予算が成立

➢ 特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子どもたち一人ひとりに個別最適化され、資質・

能力を一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現し、これまでの教育実践と最先端のＩＣＴの

ベストミックスを図り、教員・児童生徒の力を最大限に引き出す

GIGA

スクール

構想

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想

中学校

高等学校

地方財政措置を活用した各自治体での整備

＜３クラスに１クラス分＞

公立全高等学校

での整備

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

公立全小学校の

約８割での整備

これまで
➢ 国は、教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計画（平成30年度～令和４年度）において、学習者

用コンピュータや大型提示装置等の整備を単年度1,805億円の地方財政措置を講じて推進

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想

端
末

国が示すGIGAスクール構想の実現に向けたロードマップ

本県においても、計画的な環境整備を進めるとともに、活用に向けた取組を強化する

１人１台端末
の整備

≪小１・小２≫

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５
５
か
年計
画

５
か
年計
画

端
末

地方財政措置を活用した各自治体での整備

＜３クラスに１クラス分＞

１人１台端末
の整備

≪中２・中３≫

１人１台端末の整備

≪中１≫

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想

公立全中学校の

約８割での整備

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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区分 事業名 関連頁 区分 事業名 関連頁

新規 学校経営力向上支援事業 P.16 新規 無形文化財支援事業 P.53

新規 教科指導支援事業 P.17 新規 閑谷学校創学350年記念事業 P.53

新規 プロに学べ！作業学習ブラッシュアップ事業 P.26 拡充 思春期サポート事業 P.12 他

新規 長期療養児支援充実事業 P.27 拡充
小学校における長期欠席・不登校対策システム化推
進事業

P.13 他

新規 企業発！みらプロ P.29 拡充 長期欠席・長期欠席対策スタンダード普及徹底事業 P.13 他

新規 教職員による災害時相互応援体制構築事業 P.30 拡充 部活動指導員配置事業 P.17

新規 おもしろ読書事典 P.32 拡充 高等学校魅力化推進事業 P.24

新規
岡山版ワールド・ワイド・ラーニングコンソーシアム構
築支援事業

P.34 拡充 医療的ケア充実事業 P.26

新規 小学校体育等充実プログラム P.46 拡充 オリンピック・パラリンピック教育推進事業 P.48

新規 「吉備路の歴史遺産」魅力発信事業 P.53 拡充 令和２年度全国高等学校総合体育大会開催事業 P.48

新規 みんなで楽しもう！民俗芸能 P.53 拡充 人権学習充実拠点校事業 P.49

区分 事業名 関連頁

廃止 スクールカウンセラー応急配置事業 P.12

廃止 心理検査応急実施事業 P.12

廃止 学力向上ステップハイスクール事業 P.24

廃止 学校における医療的ケア実施体制構築事業 P.25

廃止 災害応急対応キャラバン P.30

廃止 県立学校防災力パワーアップ事業 P.30

廃止 英語指導パワーアッププロジェクト P.34

廃止 スーパーグローバルハイスクール事業 P.34

廃止 国際バカロレアの趣旨を踏まえた教育の推進 P.34

廃止 小学校英語授業充実拠点校事業 P.34

廃止 中学校英語４技能育成研究事業 P.34

廃止
中高生が活躍！おかやま創生を支える人づくり推進
事業

P.44

廃止 吉備の国ジュニア歴史スクール P.45

廃止 ジュニア学芸員講座 P.45

廃止 食育スタンダード普及推進事業 P.47

廃止 スクールヘルスリーダー応急派遣事業 P.47

廃止 人権教育実践力向上事業 P.48

廃止
再発見！ふるさとの山城-岡山県中世城館跡総合調
査-

P.52

廃止 守ろう地域の宝！民俗芸能 P.52地域別ガイドブックの作成は終了するが、今後は活用を促進する

これまでの事業成果を基に、引き続き各学校で取組を推進する

今後、事業成果を基に各学校の防災マニュアルの改訂を推進するな
ど、学校の防災力の向上を図る
事業成果を踏まえ、外部機関（大学等）と連携した研修体制の充実を図
る

研究協力校の成果を、今後県下へ普及する

拠点校の成果を、今後県下に普及する

作成したリーフレットを、今後県下へ普及する

調査・研究の終了

平成30年７月豪雨災害関連事業

今後、事業成果を基に各学校の防災マニュアルの改訂を推進するな
ど、学校の防災力の向上を図る

平成30年７月豪雨災害関連事業

より実践的な人権教育を推進するため、人権学習充実拠点校事業の充
実を図る

収集した実践事例を、今後県下に普及する

モデル校の成果を、今後県下に普及する

国の事業廃止に伴い、事業の組替を行う

これまでの事業成果を基に、引き続き各学校で取組を推進する

県立博物館の改修工事に伴い、中止

県立博物館の改修工事に伴い、中止

【新規・拡充事業】

【廃止事業】

令和２年度における新規・拡充事業及び廃止事業一覧

廃止理由

平成30年７月豪雨災害関連事業
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資料編

土木費

75,409 

10.1%

警察費

51,569 

6.9%
総務費

43,777 

5.9%

農林水産費

39,436 

5.3%
その他

181,209 

24.3%

教育委員会予算

136,879 

18.3%

民生費

113,727 

15.2%

公債費

104,451 

14.0%

［単位：百万円］

令和２年度
当初予算　A

令和元年度
当初予算　B

増減
A-B

対前年度比
A/B

746,457 734,823 11,634 101.6%

136,879 136,760 119 100.1%

県予算（一般会計）

教育委員会予算

〈目的別の割合〉

小学校費 ２９．４％

高等学校費 ２８．５％

中学校費 １６．６％

教育総務費 １３．４％

特別支援学校費 １０．１％

社会教育費 １．７％

保健体育費 ０．３％

〈分類別の割合〉

人件費 ８８．０％

一般行政経費等 １２．０％

［単位：人］

教員等 事務職員 栄養職員等 計 教員等 事務職員 栄養職員等 計

事務局等 330 330 329 329 1

小学校 4,762 307 80 5,149 4,773 306 78 5,157 ▲ 8

中学校 2,561 135 24 2,720 2,582 134 29 2,745 ▲ 25

定時制高校 216 8 1 225 220 8 1 229 ▲ 4

全日制高校 2,857 314 3,171 2,889 315 3,204 ▲ 33

特別支援学校 1,309 84 13 1,406 1,337 84 13 1,434 ▲ 28

計 11,705 1,178 118 13,001 11,801 1,176 121 13,098 ▲ 97

令和２年度 令和元年度
増減

県 予 算 と 教 育 委 員 会 予 算

教 職 員 定 数
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知 事 部 局 等 の 関 連 事 業

私立学校に通う生徒の保護者負担の軽減

日本や岡山の将来を担うグローバルに

活躍できる人材を育成するため、私立高

校生の留学費用を助成します。

<総務学事課>

私立高校生留学支援事業

［３６８万円］［2億7,006万円］

県民生活部

留学経験者によるセミナー等の開催により留学への関心や意欲を高めるとともに、産学官が連携して留学にチャレ

ンジする大学生等を支援し、海外留学を促進します。

岡山発！留学生倍増計画

■留学フェア等の開催 ■おかやま若者グローバルチャレンジ応援事業

<国際課>

［1,368万円］

低所得世帯に対する教育費負担を軽減するなど、意欲ある生徒が安心

して勉学に打ち込める環境をつくります。

■奨学のための給付金

・非課税世帯の第一子の支給額を増額 年額9万8,500円→10万3,500円

■私立高等学校専攻科の生徒に対する修学支援制度

・低所得世帯の私立高等学校専攻科の生徒に対して、授業料を最大で

年額42万7,200円、授業料以外の教育費を年額3万8,100円支給

<総務学事課>

学校警察連絡室による専従体制を確立し、学校等と緊密に連携しながら、小学校を含めた中学校区(モデル校区)を
中心に集中的な非行防止対策を推進するとともに、専門員を雇用して県下の学校における非行防止教室を推進します。

<少年課>

少年非行情勢の更なる改善を図るための事業

［2,161万円］

警察本部

青少年健全育成・非行対策事業

家庭、学校、地域社会と連携して青少年の健全育成を進める県民運動を展開するなど、青少年が健やかに育つ社会

づくりに取り組みます。

■青少年健全育成推進事業

○青少年育成県民運動推進事業

○青少年のスマホ・ネット利用のルールづくり

促進事業

■広域補導

■青少年相談員制度の充実・強化

■青少年健全育成促進アドバイザー派遣事業

拡

新

新

■おかやま子ども・若者育成支援事業

○子ども・若者育成支援ネットワーク構築事業

○子ども・若者支援地域協議会設置促進事業

・実際の支援の取組を体験してもらうことで、市町村に

よる「子ども・若者支援地域協議会」の設置を促進し、

困難を抱える子ども・若者の支援体制を強化

■青少年に関する意識等の調査等事業

・「子ども・若者育成支援推進法」に基づく次期「子ども・

若者育成支援計画」の策定に係る県民意識調査等を実施

〈男女共同参画青少年課〉

総 務 部

県民や事業者、NPOなど環境団体等と協働して体験型環境学習の機会や

資材を充実するなど、実践的かつ総合的・効果的な環境学習を促進します。

環境学習推進事業

■環境学習出前講座の実施 ■環境学習エコツアー事業

<新エネルギー・温暖化対策室>

［3,511万円］

子どもたちが、「本物の文化芸術」を体験
することで、文化に親しみ、関心を持つきっ
かけづくりとするため、文化芸術の専門家を
学校に派遣します。

<文化振興課>

おかやま子どもみらい塾事業

［４８６万円］

環境文化部

新

［2,273万円］
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子ども虐待防止対策総合強化事業
［1億2,768万円］

増加する子ども虐待へ効果的に対応していくため、児童相談所の機能を強化するとともに、「岡山いきいき子ども

プラン」と「岡山県社会的養育推進計画」に基づく施策を確実に推進することで、市町村の相談支援体制の構築、代

替養育のすべての段階で子どものニーズに合った養育を保障していきます。

■児童相談所の機能強化

○一時保護所機能強化事業
・一時保護所の医療的ケア体制の強化

○児童相談所法的対応強化事業
・弁護士と顧問契約を締結し、連携を強化

○親子関係再構築支援事業
・虐待をした親へ医学的知見等に基づく指導を実施

■社会的養育推進計画の推進
○子ども家庭総合支援拠点整備促進事業

・市町村の相談支援体制の強化を促進

○社会的養育推進計画推進事業
・児童相談所の補完的役割を担う児童家庭支援センターの設置等を支援し、地域の支援体制を充実

○社会的養護自立支援事業
・施設等を退所した子どもの自立を総合的に支援

○児童養護施設職員人材確保事業
・実習生への指導体制等を整備し、施設の人材確保を促進

<子ども家庭課>

工業高校生の技能検定合格に向けた支援を実

施し、産業の担い手を育成します。
・県高等学校工業教育協会へ練習用材料費の

一部を補助

・低所得者世帯の高校生の技能検定実技試験
受検料を全額免除

<労働雇用政策課>

高校生のものづくり技能取得支援事業

［167万円］

■「集まれ！科学好き」開催事業
・科学系サークル活動を行う中高生に研究発

表の場を提供する研究発表コンテスト、企
業講演を開催

■物理チャレンジ2020開催事業費
・全国の高校生等を対象とした物理学に関す

るコンテストを開催

<産業企画課>

科学技術振興事業

［３６０万円］

若者の還流と県内定着を促進し、県内企業の人材確保を支援

するため、インターンシップ参加促進などの取組により県内企

業の魅力をＰＲするとともに、奨学金返還支援事業の対象の拡
充などを行います。

■学生の県内就職・Ｕターン就職促進事業

○インターンシップ参加促進事業
・大学等と連携し、県内外の学生の県内企業へのインター

ンシップ参加を促進し、学生に県内企業の魅力をＰＲ
○首都圏Ｕターン就職ガイダンス等事業

・首都圏アンテナショップでＵターン就職ガイダンス及び

県内企業のインターンシップ合同説明会を開催

■ＳＮＳ広告を活用したＩＪＵターン就職促進事業
・ＳＮＳ広告の活用による、県内中小企業等の求人を掲載す

る岡山県しごと情報サイト及びおかやま就職応援センター
の認知度向上と利用促進

<労働雇用政策課>

人材還流・定着プロジェクト

［5,702万円］

■家庭での防災教育の推進

・現行の防災ガイド「ももたろうの防災」に、平成30年７月豪雨災害での被災状況や風水害の備え等を追加
・小学生(中学年、高学年)やその保護者向けに、防災知識の普及啓発を目的とした「防災ワークシート」を作成

<危機管理課>

“自分の命は自分で守る防災意識醸成プロジェクト”

［428万円］

拡

拡

拡

拡

拡

拡

新

新

新

新

新

知事直轄

産業労働部

保健福祉部

新
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名称 期間等 設定主体 趣旨・取組等

岡山県下一斉あいさつ運動 毎月10日 県教委
子どもたちの豊かな心や社会性を育むとともに、子どもや保護者、教員、地域
の人間関係を深め、地域を挙げて子どもを見守り、育てる気運を高めるため、
県内の小・中・高・特別支援学校が、一斉に、朝のあいさつ運動を展開する。

食育の日 毎月19日 国 食育推進運動を継続的に展開し、食育の一層の定着を図る。

食育月間 ６月 国
国、地方公共団体、関係団体等が協力して食育推進運動を重点的かつ効果的
に実施し、食育の一層の浸透を図る。

青少年の非行・被害防止全国強
調月間

7月 国
青少年の非行防止等について、国民が理解を深め、さらに関係機関・団体と地
域住民等とが相互に協力・連携して、青少年の規範意識の醸成及び有害環境
への適切な対応を図るなどの各種取組を集中的に実施する。

青少年健全育成強調月間 7月、11月、3月 県
青少年の健全育成と非行防止について、より一層県民の理解を深めるととも
に、家庭や地域において青少年の健全育成に取り組む気運の醸成を図るた
め、関係機関、団体が一体となった運動を集中的に展開する。

「ぱっちり！モグモグ」生活リ
ズム向上キャンペーン月間

11月 県教委 関係機関・団体等と連携し、広く県民に生活リズムの重要性を啓発・広報する。

子ども・若者育成支援強調月間 11月 国
国民の子ども・若者育成支援に対する理解を深めるとともに、各種活動への積
極的な参加を促し、国民運動の一層の充実と定着を図る。

児童虐待防止推進月間 11月 国
児童虐待防止に対する社会的関心の喚起を図るため、集中的な広報・啓発活
動を行う。

地球温暖化防止月間 12月 国
国民、事業者、行政が一体となって普及啓発事業を始めとする様々な取組を行
うことにより、地球温暖化防止に向けた国民運動の発展を図る。

発達障害啓発週間 4/2～4/8 団体
全世界の人々に、自閉症をはじめとする発達障害について理解をしていただく
ことにより、誰もが幸せに暮らすことができる社会の実現を目指す。

「ぱっちり！モグモグ」生活リ
ズム向上キャンペーン週間

5・9・1月に
それぞれ2週間

県教委 関係機関・団体等と連携し、広く県民に生活リズムの重要性を啓発・広報する。

禁煙週間 5/31～6/6 国 ＷＨＯによる世界禁煙デーに合わせ、禁煙を推進する。

いじめについて考える週間
6月第1月曜日
から1週間
（6/1～7）

県教委
「岡山県子どもいじめ防止宣言」をもとに、各学校の実態に応じていじめの未然
防止等に繋がる取組を展開し、児童生徒の意識や態度を育成する。

歯と口の健康週間 6/4～10 国
歯と口の健康に関する正しい知識を国民に対して普及啓発するとともに、歯科
疾患の予防に関する適切な習慣の定着を図り、併せて早期発見・早期治療を
励行する。

防災週間 8/30～9/5 国
政府、地方公共団体等関係諸機関をはじめ、広く国民が台風、高潮、津波、地
震等の災害についての認識を深め、これに対処する心構えを準備する。

自殺予防週間 9/10～16 国
自殺や精神疾患に関する正しい知識を普及啓発し、これらに対する偏見をなく
していくとともに、命の大切さや、自殺の危険を示すサイン、また危険に気づい
たときの対応方法等について理解の促進を図る。

結核予防週間 9/24～30 国
国民の結核に対する正しい理解を得るため、地域の団体組織等を通じて、より
一層の普及啓発を図る。

全国労働衛生週間 10/1～7 国
労働者の健康管理や職場環境の改善など「労働衛生」に関する国民の意識を
高め、職場の自主的な活動を促して労働者の健康を確保する。

読書週間 10/27～11/9 団体
国民すべて、特に青少年に読書を進める。読書グループの結成促進、家庭文
庫・地域文庫・職場文庫の充実を図る。

おかやま教育週間 11/1～7 県教委
県民の教育に対する認識を高めるとともに、学校教育及び生涯学習の気運を
醸成し、その充実と発展を図る。

毎月設定されているもの

主な教育関連等の月間・週間・日 一覧

月間で設定されているもの

週間で設定されているもの
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名称 期間等 設定主体 趣旨・取組等

文化財保護強調週間 11/1～7 国
広く国民に文化財に関する理解と関心を深め、文化財保護への一層の協力を
得ることを目的とする。

教育・文化週間 11/1～7 国
「文化の日」を中心に教育・文化に関する行事を全国的に開催することにより、
教育・文化に親しむ。

家族の週間
家族の日の
前後1週間
（11/8～21）

国 家族や地域の大切さ等についての理解の促進を図る。

障害者週間 12/3～9 国
国民の間に広く障害者の福祉についての関心と理解を深めるとともに、障害者
が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高
めることを目的とする。

人権週間 12/4～10 国
世界人権宣言の趣旨及びその重要性を広く国民に訴えかけるとともに、人権尊
重思想の普及高揚を図る。

全国学校給食週間 1/24～30 国
学校給食の意義・役割等について児童生徒や教職員・保護者・地域住民等の
理解と関心を高め、学校給食の一層の充実と発展を図る。

子ども予防接種週間 3/1～7 国
保護者をはじめ、地域住民の予防接種に対する関心を高め、予防接種率の向
上を図る。

世界自閉症啓発デー 4/2 国連
全世界の人々に、自閉症をはじめとする発達障害について理解をしていただく
ことにより、誰もが幸せに暮らすことができる社会の実現を目指す。

子ども読書の日 4/23 国
国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子
どもが積極的に読書活動を行う意欲を高める。

防災の日 9/1 国
政府、地方公共団体等関係諸機関をはじめ、広く国民が台風、高潮、津波、地
震等の災害についての認識を深め、これに対処する心構えを準備する。

体育の日
10月第２月曜日
（R2は7/24）

国 スポーツに親しみ、健康な心身を培う。

おかやま教育の日 11/1 県教委
県民の教育に対する認識を高めるとともに、学校教育及び生涯学習の気運を
醸成し、その充実と発展を図る。

津波防災の日 11/5 国 津波による被害から国民の生命、身体及び財産を保護することを目的とする。

いい歯の日 11/8 県 県民一人ひとりが歯と口の健康について考える。

家族の日
11月第3日曜日
（11/15）

国 家族や地域の大切さ等についての理解の促進を図る。

世界人権デー 12/10 国連
全ての加盟国及び関係機関が世界人権宣言が採択されたこの日を祝賀する日
として、人権活動を推進するための諸行事を行う。

文化財防火デー 1/26 国
文化財を火災・震災その他の災害から守るため、全国的に文化財防火運動を
展開し、国民一般の文化財愛護に関する意識高揚を図る。

世界ダウン症の日 3/21 国連
ダウン症のある人たちとその家族、支援者への理解がより一層深まり、ダウン
症のある人たちがその人らしく安心して暮らしていけるように、さまざまな啓発の
イベントを通じて世界中の人々に訴える。

春の交通安全県民運動 4/6～15

秋の交通安全県民運動 9/21～30

麻薬・覚醒剤乱用防止
運動

10/1～11/30 国

麻薬、覚醒剤、大麻、シンナー、違法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）等の薬物
乱用による弊害を広く国民一般の方々に正しく認識してもらい、国民が一体と
なってこれに立ち向かう態勢を作り、もって薬物乱用による弊害の根絶を期す
る。

年末年始の交通安全
県民運動

12/1～1/6 県
年末、年始の繁忙期を迎え、交通事故の増加が懸念されるため、「年末・年始
の交通事故防止県民運動」を実施することにより、県民一人ひとりの交通安全
意識を高め、交通事故の防止を図る。

県
広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通
マナーの実践を習慣付けるとともに、県民自身の積極的な交通安全活動への
取組を推進することにより、交通事故防止の徹底を図る。

日で設定されているもの

その他一定の期間で設定されているもの
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委員会会議，秘書，請願陳情，高齢者叙勲，公聴広報，調査統計

教職員給与費，義務教育費国庫負担金

教育財産の取得・処分・管理，県立学校施設整備・営繕

教職員給与，教育職員免許状，職員団体事務，公務災害，教職員の争訟事務

産振施設・設備，理振設備，定通修学奨励，ＩＴ基盤整備

学力・学習状況調査，授業改革支援，補充学習支援

生徒指導，いじめ・暴力行為・長期欠席・不登校等対策，教育相談，教職員研修

災害共済給付金，学校医等の任免

学校体育指導，体力づくり，運動部活動

文化財の指定・保存・活用，文化財保護審議会，銃砲刀剣類登録

埋蔵文化財の調査・保存・活用

教職員の健康管理

人権教育行政の企画推進，高等学校等奨学金

人権教育の推進・指導・研修，指導資料の作成，指導者の養成指 導 班 (086)226-7612

人 権 教 育 課

企 画 推 進 班 (086)226-7611

福 利 厚 生 班 (086)226-7603

文 化 財 課

文 化 財 保 護 班 (086)226-7601

埋 蔵 文 化 財 班 (086)226-7602

退職手当，児童手当，恩給，教職員住宅，財形貯蓄，個人型確定拠出年金，
岡山宿泊所，共済組合，互助組合，保健事業，文化厚生事業，福利厚生等相談事業

健 康 管 理 班 (086)226-7604

振 興 班 (086)226-7595 社会教育施設整備，社会教育関係補助金，高校卒業程度認定試験，
高等学校奨学金

企 画 推 進 班 (086)226-7596 生涯学習の振興，生涯学習施設支援，子ども読書活動の推進，ＥＳＤ・ユネスコ活動，
学校文化活動の促進

福 利 課

保 健 体 育 課

振 興 班 (086)226-7590

健康・安全教育班 (086)226-7591 児童生徒の健康管理，学校保健安全指導，学校給食指導，防災教育

社 会 教 育 班 (086)226-7597 社会教育の振興，家庭教育，青少年教育，成人教育，社会教育委員，社会教育
関係団体

生 涯 学 習 課

学 校 体 育 班 (086)226-7592

指 導 班 (086)226-7912 特別支援学校教育体制整備，就学指導，教育課程の指導，教職員研修，教科書採択，
キャリア教育，生徒募集定員，入学者選抜，公立特別支援学校の設置・廃止

振 興 班 (086)226-7587 特別支援教育就学奨励費

特 別 支 援 教 育 課

学力向上対策班 (086)226-7082

生 徒 指 導 推 進 室 (086)226-7589

指 導 班 (086)226-7584 小・中学校教育課程の指導，就学前教育の指導，小中一貫教育，心の教育，
グローバル化に対応した教育，へき地教育，教科書採択，教職員研修，
キャリア教育，市町村立幼・小・中学校の設置・廃止

義 務 教 育 課
振 興 班 (086)226-7910 教育研究団体助成

管 理 班 (086)226-7578 高校教育体制整備，中高一貫教育，県立中・高・中等教育学校の学級編制・生徒
募集定員・入学者選抜・通学区域，高校教育の機会確保、公立高校等の設置・廃止

職 業 指 導 班 (086)226-7586 教育課程の指導，情報教育，環境教育，教職員研修，教科書採択，キャリア教育，
高等学校魅力化

指 導 班 (086)226-7585 高等学校・中等教育学校教育課程の指導，学力向上推進，心の教育，環境教育，
グローバル化に対応した教育，教職員研修，教科書採択，キャリア教育，
高等学校魅力化

振 興 班 (086)226-7583

高 校 教 育 課

教職員の人事評価，学校の組織運営に関する企画・調査，教職員採用試験，
勤務負担軽減，コンプライアンスの推進

高校教育人事班 (086)226-7582

義 務 教 育人 事班 (086)226-7581
教職員の人事・服務・定数管理，教職員の叙勲・表彰

給 与 免 許 班 (086)226-7579

教 職 員 課

施 設 班 (086)226-7574

給 与 管 理 班 (086)226-7573

財 務 班 (086)226-7572 予算編成執行，県議会関係事務，経理の集中管理，就学支援金等，
就学援助費等国庫補助金・国庫支出金

秘 書 広 報 班 (086)226-7569

財 務 課

教 育 政 策 課
人 事 班 (086)226-7568 職員の人事・給与・旅費・服務・研修，公務災害，表彰，文書，条例規則，市町村

教委指導，教育行政相談，公印管守，教育関係法人

教 育 企 画 班 (086)226-7571 教育政策の企画・調査・総合調整，危機管理対策，教育委員会事務点検・評価，
環境対策

助 成 班 (086)226-7576 公立文教施設整備費国庫負担金・交付金，公立学校施設整備指導，
公立文教施設諸調査

評 価 ・ 企 画 班 (086)226-7915

県 教 育 委 員 会 組 織 ・ 分 掌

教育委員会

教 育 長

教育次長

学力向上

プロジェクトチーム

不祥事防止

対策チーム

ＩＣＴ教育推進

プロジェクト

チーム
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岡山(086)221-0529

津山(0868)24-8702

総合教育センター

(0866)56-9101

生涯学習センター

(086)251-9750

県立図書館

県立博物館

(086)272-1149

古代吉備文化財センター

(086)293-3211

(0869)67-9900

青少年教育センター閑谷学校

(0869)67-1427

特別史跡旧閑谷学校

教育事務所

渋川青年の家

(0863)81-8039

◆いじめ・不登校・進路・養育等に関すること

《教育一般に関する相談》

◇県総合教育センター （０８６６）５６－９１１５

総合相談窓口 （０８６）２２４－７１１０

教育相談〈学校教育〉 （０８６）２２１－７４９０

進路相談 （０８６）２２４－１１２１

子どもほっとライン （０８６）２３５－８６３９

E-mail：kodomo@fine.ocn.ne.jp

すこやか育児テレホン （０８６）２３５－８８３９

E-mail：sukoyaka@po1.oninet.ne.jp

ヤングテレホン・いじめ１１０番 （０８６）２３１－３７４１

E-mail：youngmail@pref.okayama.jp

０５７０－０６４－０００

《いじめに関する相談》

◇２４時間子供SOSダイヤル ０１２０－０－７８３１０

◆特別支援教育に関すること

◇県総合教育センター （０８６６）５６－９１１７

◇県福祉相談センター （０８６）２３５－４１５２

◆生涯学習、体験・ボランティア活動に関すること

◇県生涯学習センター （０８６）２５１－９７５０

◇体験・相談コーナー（体験・ボランティア活動） （０８６）２５１－９７５８

◆教育行政相談に関すること

◇教育行政相談窓口（県教育庁教育政策課内） （０８６）２２６－７９０９

◆教職員の健康に関すること

◇こころとからだの健康相談 （０８６）２３５－８３４９

◆学校支援ボランティアの活用（おかやま子ども応援人材バンク）

◇おかやま子ども応援センター （０８６）２２６－７５９７

E-mail：kodomo-ouen@pref.okayama.jp

※土・日・祝日・年末年始を除く

◇9:00～17:00 （０８６）２２３－４４０１

◇岡山県青少年総合相談センター

◇児童相談所全国共通ダイヤル

◆学校・教職員に対する保護者や地域等からの相談、苦情や要求等に関する法律相談(岡山弁護士会)

                                                                                                             （岡山型スクールロイヤー制度）

指定管理者による

管理運営施設

(086)224-1286

3 校

51 校

1 校

14 校

津 山 (0868)22-3301

岡 山 芳 泉 (086)264-2801 倉 敷 工 業 (086)422-0476

南 校 地 (0867)72-2260

県立学校

中 学 校

岡 山 操 山 (086)272-9836 倉 敷 天 城 (086)429-3494

(0866)22-2237岡 山 操 山 (086)272-1241 倉 敷 鷲 羽 (086)472-2888

新 見

高 等 学 校

岡 山 朝 日 (086)272-1271 玉 島 (086)522-2972

高 梁 城 南

岡 山 城 東 (086)279-2005 倉 敷 商 業 (086)422-5577

備 前 緑 陽 (0869)63-0315

岡 山 一 宮 (086)284-2241 水 島 工 業 (086)465-2504

北 校 地 (0867)72-0645

(0866)22-3047高 梁

(0867)44-2628

瀬 戸 (086)952-1031 津 山 (0868)22-2204

勝 山

西 大 寺 (086)942-4150 玉 島 商 業 (086)522-3044

邑 久 (0869)22-0017

(0868)22-4174

瀬 戸 南 (086)952-0831 津 山 商 業 (0868)22-2421 蒜山校地

高 松 農 業 (086)287-3711 津 山 東 (0868)22-9307

勝山校地興 陽 (086)296-2268 津 山 工 業

(0868)72-0030

岡山東商業 (086)272-1237 笠 岡 (0865)62-5128

鴨 方 (0865)44-2158

東岡山工業 (086)279-0565 玉 野 光 南 (0863)51-2311 (0867)52-0056

久世校地 (0867)42-0625

落合校地

岡 山 南 (086)224-2226 笠 岡 工 業 (0865)67-0311 林 野

(0867)24-0831 笠 岡 商 業 (0865)62-5245

和 気 閑 谷 (0869)93-1188

倉 敷 天 城 (086)428-1251 北 校 地 (0866)62-0057 矢 掛

(086)298-1090

岡 山 聾 (086)279-2127

総 社 南 (0866)93-6811

特 別 支 援 学 校

岡 山 盲 (086)272-3165

倉 敷 青 陵 (086)422-8001 井 原

倉敷古城池 (086)455-5811 総 社 (0866)93-0891

倉 敷 南 (086)423-0600 南 校 地 (0866)62-0203

烏 城 (086)251-9755

(0868)38-3168

倉 敷 中 央 (086)465-2559

勝 間 田

(0866)82-0045

岡 山 御 津

真 庭

(0867)96-2995

倉敷琴浦高等支援

東 備 支 援 (0869)66-8501

(086)477-9301

岡山東支援 (086)279-3020 弓削校地

岡山西支援 (086)243-4535

健康の森学園支援

西 備 支 援 (0865)63-1603

(086)952-5633岡山瀬戸高等支援

岡 山 工 業 (086)252-5231 玉 野 (0863)31-4321

中 等 教 育 学 校

岡山大安寺

(0867)66-2016

(0867)28-2828

誕生寺支援 (0867)28-2321

(086)255-5013

岡山南支援

(086)482-2131早 島 支 援倉敷まきび支援 (086)697-1233岡 山 支 援 (086)275-1010

教 育 に 関 す る 相 談 窓 口
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